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第66回 永年勤続優良従業員表彰式2

出雲市への要望4



快適住環境の創造

「御縁」事務局

いずも創業・第二創業・事業承継に係る連携支援

『御 縁』
相談者

創業・第二創業・事業承継に
ついてお悩み・考え中の方

相

談

●支援内容●

・窓口での相談 ・事業計画策定支援 ・創業セミナー・創業塾開催
・各種専門家派遣 ・補助金申請支援 ・資金調達支援
・M&Aマッチング支援 ・ビジネスマッチング支援 ・販路開拓・拡大支援
・創業後フォローアップ ・その他の支援

お近くのまたはお好きな
支援機関にご相談ください。

（どの連携支援機関でも可）

連携支援 連携支援

しょうこりんいずもっち

出雲商工会議所
PRマスコットキャラクター
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会議所の動き

出雲市経済動向調査報告（10月期）

中小企業相談所コーナー

働きざかりの健康づくり情報

青年部・女性会だより

会員情報

新入会員さん

ＩＴを事例からひも解く

漢字詰めクロスワード／ベストセラーランキング

インフォメーション
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川満  麗
か わ  み つ 　  れ い

代表者名 福間 正純

事業所名 福間商事株式会社

（表紙撮影／㈲スタジオいずも）

住　　所 出雲市長浜町1372－8

業務内容

　何事にも一生懸命に取り組み、彼女の仕事ぶりを
見て、やる気と元気をもらっています。
　仕事とサッカーの両立はとても大変だと思いま
す。怪我には気をつけて、頑張ってください。応援
しています。
　　　　　　　　　 　　　　　　　　  【上司より】

MF
ポジション

表紙紹介

複層ガラス製造での部材の切断、組立て、仕上げ、
梱包をしています。

社長・同僚
から一言

第66回 永年勤続優良従業員表彰式

税理士が教える「知って役立つ税法知識」
【第 4 回】年末調整について
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永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

１
８
４
名
の
功
績
を
称
え
る

１
８
４
名
の
功
績
を
称
え
る

第66回

10
月
５
日
㈭
、
出
雲
商
工
会
館
で
第
66

回
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
当
所
の
会
員
事
業
所

に
10
年
以
上
勤
務
す
る
優
秀
な
従
業
員
の

み
な
さ
ん
を
表
彰
、
激
励
す
る
も
の
で
、

従
業
員
の
み
な
さ
ん
の
意
欲
の
高
揚
を
は

か
り
、
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
昭
和
33
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
（
代
理
：

角
商
工
振
興
部
長
）
ら
来
賓
と
事
業
主
の

ご
臨
席
の
も
と
、
49
事
業
所
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
１
８
４
名
の
方
々
に
福
間
会
頭
が

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、「
今
日
の
ご
受

彰
は
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
も
、
誠
に
名

誉
な
こ
と
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ご
家

族
を
は
じ
め
、
皆
様
の
所
属
さ
れ
る
事
業

所
、
そ
し
て
市
内
商
工
業
界
に
と
り
ま
し

て
も
大
い
な
る
誇
り
で
す
」
と
、
企
業
の

発
展
を
支
え
て
き
た
受
彰
者
の
功
績
を
た

た
え
る
と
と
も
に
、
永
年
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
受
彰
者
を
代
表
し
て
勤

続
50
年
の
山
根
敏
博
さ
ん
（
内
藤
鉄
工
㈱
）

が
「
私
た
ち
を
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
、

そ
し
て
家
族
と
も
ど
も
本
日
の
こ
の
喜
び

を
分
ち
合
い
、
こ
れ
を
機
に
心
を
新
た
に

し
、
健
康
に
留
意
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
に
お
い
て
一
層
の
努
力
と
精
進
を
重

ね
る
覚
悟
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

受
彰
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
世
界
遺
産
検
定
マ
イ
ス

タ
ー
の
尾
原
朋
之
氏
に
よ
る
「
世
界
遺
産

入
門
～
世
界
遺
産
の
魅
力
と
今
後
の
課
題

～
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、

世
界
遺
産
に
関
わ
る
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
や

課
題
等
に
つ
い
て
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

勤
続
30
年
以
上
の
受
彰
者
の
み
な
さ
ん

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

勤
続
55
年
以
上

福

　代

　功

　二

三
和
興
業
㈱

山

　根

　敏

　博

内
藤
鉄
工
㈱

佐
田
尾

　
　
　修

㈱
御
船
組

山

　根

　且

　巳

㈱
三
加
茂
建
鋼

勤
続
45
年
以
上

勤
続
50
年
以
上

勤続40年以上代表　中田 覚さん（神州電気㈱） 勤続50年以上代表　山根敏博さん（内藤鉄工㈱）

式辞を述べる福間会頭

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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森
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尾
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代表謝辞を述べる山根敏博さん

世界遺産検定マイスター・尾原朋之氏による記念講演

勤続35年以上代表　槙原知子さん（エイコー電子工業㈱）

勤続30年以上代表　坂根慶紀さん（和光フェンス工業㈱）
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を
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え
る

第66回

勤
続
35
年
以
上

勤
続
30
年
以
上

中

　田

　
　
　覚

神
州
電
気
㈱

福

　庭

　
　
　浩

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱

佐

　藤

　
　
　浩

㈱
古
川
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

荒

　川

　定

　男

大
福
工
業
㈱

水

　口

　正

　美

㈱
大
隆
設
計

古

　家

　真

　司

神
州
電
気
㈱

糸

　賀

　久
美
子

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱

吾

　郷

　雅

　人

福
間
商
事
㈱

湯

　原

　俊

　夫

㈱
三
加
茂
建
鋼

三

　原

　志
津
子

出
雲
リ
ペ
ヤ
ー
㈱

槙

　原

　知

　子

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱

樋

　野

　和

　徳

㈱
𠮷𠮷
川
𠮷
𠮷
𠮷

安

　達

　信

　之

三
和
興
業
㈱

安

　達

　広

　美

山
陰
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

青

　木

　千

　秋

㈱
フ
ク
マ
住
設

遠

　藤

　慶

　伸

神
州
電
気
㈱

松

　本

　
　
　純

出
雲
鉄
工
㈱

金

　築

　
　
　孝

福
間
商
事
㈱

尾

　﨑

　弘

　幸

出
雲
リ
ペ
ヤ
ー
㈱

飛

　田

　徳

　明

今
岡
工
業
㈱

勝

　島

　武

　雄

㈱
ロ
ジ
・
サ
イ
エ
ン
ス

勝

　部

　幸

　二

三
和
興
業
㈱

石

　原

　靖

　和

岩
崎
建
設
㈲

遠

　藤

　
　
　威

出
雲
ガ
ス
㈱

坂

　根

　慶

　紀

和
光
フ
ェ
ン
ス
工
業
㈱

高

　橋

　史

　子

出
雲
ガ
ス
㈱

三
加
茂

　志

　信

新
日
本
食
品
㈱

黒

　田

　卓

　也

㈱
田
中
種
苗

三

　代

　智

　司

出
雲
ガ
ス
㈱

青

　木

　幸

　枝

㈱
シ
ー
エ
ス
エ
ー

三

　原

　
　
　悟

内
藤
鉄
工
㈱

清

　水

　悠

　一

㈱
𠮷𠮷
川
𠮷
𠮷
𠮷

森

　山

　明

　男

内
藤
鉄
工
㈱

飯

　塚

　真

　次

内
藤
鉄
工
㈱

安

　食

　昌

　美

内
藤
鉄
工
㈱

別

　𠮷

　隆

　行

㈱
ハ
マ
電
機

松

　本

　朋

　之

㈱
古
川
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

藤

　原

　明

　美

㈱
古
川
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

板

　垣

　奈
緒
子

㈱
古
川
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

松

　本

　和

　子

㈱
古
川
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

高

　木

　ま
り
こ

㈲
安
原
経
営
会
計
事
務
𠮷

西

　尾

　
　
　正

山
陰
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

佐

　藤

　誠

　司

オ
ー
ケ
ー
リ
ー
ス
㈱

倉

　橋

　秀

　典

㈱
内
村
電
機
工
務
店

勝

　部

　康

　弘

㈱
内
村
電
機
工
務
店

三

　島

　
　
　卓

㈱
フ
ク
マ
住
設

尾

　添

　真

　二

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱

玉

　木

　新

　一

内
藤
鉄
工
㈱

大

　森

　昌

　英

三
和
興
業
㈱

山

　﨑

　好

　夫

大
福
工
業
㈱

竹

　下

　
　
　努

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱

金

　田

　佳

　子

㈲
カ
ワ
シ
マ

曽

　田

　敦

　子

㈲
島
根
中
央
炊
飯
セ
ン
タ
ー

勤
続
40
年
以
上

宮

　廻

　
　
　誠

福
間
商
事
㈱

生

　越

　敏

　幸

㈱
御
船
組

代表謝辞を述べる山根敏博さん

世界遺産検定マイスター・尾原朋之氏による記念講演

勤続35年以上代表　槙原知子さん（エイコー電子工業㈱）

勤続30年以上代表　坂根慶紀さん（和光フェンス工業㈱）
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知らないと　人は怖がり　差別する
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

飯塚出雲市長（上）、板垣出雲市議会議長・保科出雲市議会副議
長（下）へ要望書を提出する福間会長ら

出雲市への要望出雲市への要望
中小・小規模事業者の発展と、よりよい地域社会の実現に向けて

　
９
月
29
日
㈮
、
出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
（
出
雲
商
工
会
議
所
・
平
田
商
工
会
議
所
・

斐
川
町
商
工
会
・
出
雲
商
工
会
）
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題

解
決
、
中
小
企
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向
上
等
に
向
け
て
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市

長
、
板
垣
成
二
出
雲
市
議
会
議
長
、
保
科
孝
充
出
雲
市
議
会
副
議
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

※
要
望
書
の
全
文
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
総
合
支

援
策

⑴
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
消
費
喚
起
策

の
実
施
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
に
お
い

て
は
、
令
和
５
年
度
以
上
の
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
施
策
展
開
が
求

め
ら
れ
る
。
疲
弊
し
た
地
域
経
済
を
支
え

る
た
め
に
も
、
出
雲
市
の
当
初
予
算
で
は

思
い
切
っ
た
予
算
配
分
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵
コ
ロ
ナ
融
資
の
元
本
返
済
に
か
か
る
支
援

に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
無
利
子
・
無
担

保
融
資
の
返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
景

気
回
復
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
原

材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
収
益
力
が
低
く

な
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
つ
い
て
は
、

保
証
料
補
助
の
増
額
を
お
願
い
し
た
い
。

⑶
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て

　
中
小
企
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
原
材
料
価
格
の
高
騰

の
現
状
を
鑑
み
、
国
・
県
・
市
の
共
通
認

識
の
も
と
、
効
果
的
な
価
格
高
騰
緩
和
策

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
中
心
市
街
地
活
性
化
策
に
対
す
る
支
援

　
出
雲
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
、
特
に
中
心
市
街
地
活
性
化
策
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
考
え
方
等
に

つ
い
て
、
新
た
な
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
盛
り
込
み
、
計
画
的
に
取
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
将

来
的
な
人
口
減
少
を
前
提
と
し
て
街
の

あ
り
方
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
、
全
国

チ
ェ
ー
ン
店
（
大
型
店
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
等
）
の
出

店
攻
勢
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
応
、
交
通

基
盤
の
整
備
等
を
含
め
た
総
合
的
な
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

⑵
東
部
都
市
拠
点
地
区
の
活
性
化
に
対
す
る

支
援

　
東
部
都
市
拠
点
地
区
（
平
田
地
区
）
は
、
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出
雲
市
の
平
野
部
の
一
部
を
な
し
て
お
り
、

市
全
体
の
振
興
を
図
る
う
え
で
平
野
部
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
意
義
は
大
き
い
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
平
田
商
工
会
議
所
で

立
ち
上
げ
た
、
３
つ
の
委
員
会
①
【
未
来

づ
く
り
委
員
会
】（
事
業
承
継
、
平
田
高

校
生
徒
へ
の
実
践
経
済
学
）、
②
【
定
住

促
進
委
員
会
】（
若
者
定
住
対
策
、
空
き

家
対
策
）、
③
【
基
盤
整
備
促
進
委
員
会
】

（
８
の
字
ル
ー
ト
整
備
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
の
取
組
み
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
人
口
減

少
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
安
価
な
宅
地
不

足
が
あ
げ
ら
れ
、
早
急
な
住
環
境
整
備
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
が
行
う
大
型

宅
地
開
発
に
つ
い
て
積
極
的
な
支
援
、
助

言
等
を
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
地
域
交

通
基
盤
の
整
備
支
援

　
高
齢
化
率
の
高
い
出
雲
市
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
安
全
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許
の

普
及
と
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
導
入
の
補
助
制
度

の
創
設
や
運
転
講
習
会
の
実
施
、
さ
ら
に

は
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
促
す
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
ク
シ
ー
事
業
等
、
柔
軟

な
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
路
線
バ
ス
事
業
者
と
生
活
バ
ス

と
の
連
携
を
強
化
し
、
切
れ
目
の
な
い
路

線
や
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
、
公
共
交
通
機
関

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

⑷
吉
兆
館
前
交
差
点
か
ら
旧
大
社
駅
ま
で
の

道
路
並
び
に
周
辺
駐
車
場
の
整
備

　
神
門
通
り
線
（
２
工
区
）
に
続
く
、
吉

兆
館
前
交
差
点
か
ら
旧
大
社
駅
ま
で
の
区

間
の
整
備
を
早
急
に
検
討
い
た
だ
き
、
門

前
町
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
景
観
形
成
、

特
に
無
電
柱
化
と
街
路
美
装
化
に
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
出
雲
大
社
周
辺
の
駐
車
場
が
十

分
と
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度

完
成
予
定
の
宇
迦
橋
の
架
け
替
え
や
旧
大

社
駅
の
保
存
修
理
事
業
に
併
せ
、
駐
車
場

の
整
備
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑸
外
国
人
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
外
国
人
労
働
者
の
配
偶
者
の
就
労
支

援
（
地
元
企
業
に
と
っ
て
は
人
材
確
保
）

並
び
に
地
域
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る

等
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
の
支
援

を
い
た
だ
き
た
い
。

②
外
国
人
労
働
者
の
子
息
等
の
教
育
環
境

の
整
備
と
学
童
保
育
の
充
実
の
た
め
の

支
援
、
運
営
助
成
金
等
の
創
設
に
つ
い

て
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

③
住
宅
の
取
得
を
検
討
し
て
い
る
外
国
人

に
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
が
活
用
で
き
る

よ
う
情
報
の
伝
達
を
円
滑
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

３
．
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進

⑴
出
雲
縁
結
び
空
港
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
の
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

  

地
域
の
産
業
競
争
力
確
保
の
意
味
か
ら

も
、
出
雲
縁
結
び
空
港
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
必
須
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
次
の
事
項
を
島
根
県
等
関
係

先
に
さ
ら
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
空
港
運
用
時
間
の
延
長
と
発
着
枠
の
拡

大
を
目
指
し
て
、
地
元
合
意
に
基
づ
く

空
港
周
辺
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

②
有
料
化
も
含
め
た
駐
車
場
不
足
対
策
を

至
急
実
施
す
る
と
と
も
に
、
立
体
駐
車

場
の
具
体
化
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

③
空
港
の
安
全
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

た
め
、
着
陸
帯
の
幅
を
拡
幅
す
る
な
ど

積
極
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

④
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
と
も
に
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
で
搭
乗
客
が
増
加
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
、

現
在
の
路
線
、
便
数
を
維
持
す
る
こ
と
。

福
岡
便
に
つ
い
て
は
、
１
便
の
出
発
時

刻
を
早
め
る
等
利
便
性
の
向
上
に
配
慮

す
る
こ
と
。
特
に
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
休
便
と
さ
れ

る
仙
台
便
、
静
岡
便
の
早
期
の
再
開
を

関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

⑤
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
国
際
定
期
便
の
就

航
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
向
け
て
、

台
湾
等
を
中
心
と
し
た
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
誘
致
へ
の
取
組
み
を
行
う
こ

と
。

⑵
地
域
高
規
格
道
路
境
港
出
雲
道
路
の
建
設

促
進
に
つ
い
て

　
境
港
出
雲
道
路
の
早
期
完
成
は
、
宍
道

湖
・
中
海
圏
域
を
８
の
字
に
繋
ぐ
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
観
光
振
興
・
産

業
振
興
並
び
に
災
害
時
緊
急
時
、
特
に
島

根
原
子
力
発
電
所
災
害
時
の
緊
急
避
難
路

と
し
て
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
現
在
、
出
雲
イ
ン
タ
ー
線
、
東
林
木
バ

イ
パ
ス
等
、
整
備
区
間
は
一
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
事
業
の
促
進
・
早
期
建

設
を
図
る
よ
う
関
係
当
局
に
一
層
の
働
き

か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

⑶
山
陰
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
の

働
き
か
け

　
山
陰
自
動
車
道
の
斐
川
Ｉ
Ｃ
～
出
雲
Ｉ

Ｃ
間
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
つ
い

て
は
、今
年
度
「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
検
討
業
務
」
が
実
施
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に

向
け
、
早
期
に
計
画
検
討
を
行
い
、
関
係

機
関
と
の
協
議
を
開
始
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑷
高
速
鉄
道
整
備
に
向
け
た
運
動
の
展
開

  

山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹
線
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
の
閣
議
決
定
（
昭
和
48
年
）

か
ら
49
年
が
経
過
し
た
が
、
未
だ
実
現
の

め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
山
陰
新
幹
線
・

伯
備
新
幹
線
の
開
通
は
、
出
雲
地
域
に

と
っ
て
も
観
光
振
興
・
産
業
振
興
面
で
大

き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
太
平
洋
側

に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
と
し
て
も
重
要
な
役
割
が

期
待
で
き
る
。

  

特
に
、
伯
備
新
幹
線
構
想
に
つ
い
て
は
、

「
中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹
線
）
整
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飯塚出雲市長（上）、板垣出雲市議会議長・保科出雲市議会副議
長（下）へ要望書を提出する福間会長ら

出雲市への要望出雲市への要望
中小・小規模事業者の発展と、よりよい地域社会の実現に向けて

　
９
月
29
日
㈮
、
出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
（
出
雲
商
工
会
議
所
・
平
田
商
工
会
議
所
・

斐
川
町
商
工
会
・
出
雲
商
工
会
）
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題

解
決
、
中
小
企
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向
上
等
に
向
け
て
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市

長
、
板
垣
成
二
出
雲
市
議
会
議
長
、
保
科
孝
充
出
雲
市
議
会
副
議
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

※
要
望
書
の
全
文
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
総
合
支

援
策

⑴
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
消
費
喚
起
策

の
実
施
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
に
お
い

て
は
、
令
和
５
年
度
以
上
の
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
施
策
展
開
が
求

め
ら
れ
る
。
疲
弊
し
た
地
域
経
済
を
支
え

る
た
め
に
も
、
出
雲
市
の
当
初
予
算
で
は

思
い
切
っ
た
予
算
配
分
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵
コ
ロ
ナ
融
資
の
元
本
返
済
に
か
か
る
支
援

に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
無
利
子
・
無
担

保
融
資
の
返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
景

気
回
復
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
原

材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
収
益
力
が
低
く

な
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
つ
い
て
は
、

保
証
料
補
助
の
増
額
を
お
願
い
し
た
い
。

⑶
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て

　
中
小
企
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
原
材
料
価
格
の
高
騰

の
現
状
を
鑑
み
、
国
・
県
・
市
の
共
通
認

識
の
も
と
、
効
果
的
な
価
格
高
騰
緩
和
策

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
中
心
市
街
地
活
性
化
策
に
対
す
る
支
援

　
出
雲
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
、
特
に
中
心
市
街
地
活
性
化
策
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
考
え
方
等
に

つ
い
て
、
新
た
な
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
盛
り
込
み
、
計
画
的
に
取
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
将

来
的
な
人
口
減
少
を
前
提
と
し
て
街
の

あ
り
方
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
、
全
国

チ
ェ
ー
ン
店
（
大
型
店
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
等
）
の
出

店
攻
勢
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
応
、
交
通

基
盤
の
整
備
等
を
含
め
た
総
合
的
な
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

⑵
東
部
都
市
拠
点
地
区
の
活
性
化
に
対
す
る

支
援

　
東
部
都
市
拠
点
地
区
（
平
田
地
区
）
は
、
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出
雲
市
の
平
野
部
の
一
部
を
な
し
て
お
り
、

市
全
体
の
振
興
を
図
る
う
え
で
平
野
部
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
意
義
は
大
き
い
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
平
田
商
工
会
議
所
で

立
ち
上
げ
た
、
３
つ
の
委
員
会
①
【
未
来

づ
く
り
委
員
会
】（
事
業
承
継
、
平
田
高

校
生
徒
へ
の
実
践
経
済
学
）、
②
【
定
住

促
進
委
員
会
】（
若
者
定
住
対
策
、
空
き

家
対
策
）、
③
【
基
盤
整
備
促
進
委
員
会
】

（
８
の
字
ル
ー
ト
整
備
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
の
取
組
み
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
人
口
減

少
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
安
価
な
宅
地
不

足
が
あ
げ
ら
れ
、
早
急
な
住
環
境
整
備
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
が
行
う
大
型

宅
地
開
発
に
つ
い
て
積
極
的
な
支
援
、
助

言
等
を
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
地
域
交

通
基
盤
の
整
備
支
援

　
高
齢
化
率
の
高
い
出
雲
市
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
安
全
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許
の

普
及
と
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
導
入
の
補
助
制
度

の
創
設
や
運
転
講
習
会
の
実
施
、
さ
ら
に

は
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
促
す
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
ク
シ
ー
事
業
等
、
柔
軟

な
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
路
線
バ
ス
事
業
者
と
生
活
バ
ス

と
の
連
携
を
強
化
し
、
切
れ
目
の
な
い
路

線
や
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
、
公
共
交
通
機
関

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

⑷
吉
兆
館
前
交
差
点
か
ら
旧
大
社
駅
ま
で
の

道
路
並
び
に
周
辺
駐
車
場
の
整
備

　
神
門
通
り
線
（
２
工
区
）
に
続
く
、
吉

兆
館
前
交
差
点
か
ら
旧
大
社
駅
ま
で
の
区

間
の
整
備
を
早
急
に
検
討
い
た
だ
き
、
門

前
町
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
景
観
形
成
、

特
に
無
電
柱
化
と
街
路
美
装
化
に
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
出
雲
大
社
周
辺
の
駐
車
場
が
十

分
と
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度

完
成
予
定
の
宇
迦
橋
の
架
け
替
え
や
旧
大

社
駅
の
保
存
修
理
事
業
に
併
せ
、
駐
車
場

の
整
備
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑸
外
国
人
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
外
国
人
労
働
者
の
配
偶
者
の
就
労
支

援
（
地
元
企
業
に
と
っ
て
は
人
材
確
保
）

並
び
に
地
域
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る

等
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
の
支
援

を
い
た
だ
き
た
い
。

②
外
国
人
労
働
者
の
子
息
等
の
教
育
環
境

の
整
備
と
学
童
保
育
の
充
実
の
た
め
の

支
援
、
運
営
助
成
金
等
の
創
設
に
つ
い

て
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

③
住
宅
の
取
得
を
検
討
し
て
い
る
外
国
人

に
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
が
活
用
で
き
る

よ
う
情
報
の
伝
達
を
円
滑
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

３
．
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進

⑴
出
雲
縁
結
び
空
港
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
の
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

  

地
域
の
産
業
競
争
力
確
保
の
意
味
か
ら

も
、
出
雲
縁
結
び
空
港
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
必
須
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
次
の
事
項
を
島
根
県
等
関
係

先
に
さ
ら
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
空
港
運
用
時
間
の
延
長
と
発
着
枠
の
拡

大
を
目
指
し
て
、
地
元
合
意
に
基
づ
く

空
港
周
辺
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

②
有
料
化
も
含
め
た
駐
車
場
不
足
対
策
を

至
急
実
施
す
る
と
と
も
に
、
立
体
駐
車

場
の
具
体
化
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

③
空
港
の
安
全
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

た
め
、
着
陸
帯
の
幅
を
拡
幅
す
る
な
ど

積
極
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

④
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
と
も
に
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
で
搭
乗
客
が
増
加
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
、

現
在
の
路
線
、
便
数
を
維
持
す
る
こ
と
。

福
岡
便
に
つ
い
て
は
、
１
便
の
出
発
時

刻
を
早
め
る
等
利
便
性
の
向
上
に
配
慮

す
る
こ
と
。
特
に
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
休
便
と
さ
れ

る
仙
台
便
、
静
岡
便
の
早
期
の
再
開
を

関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

⑤
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
国
際
定
期
便
の
就

航
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
向
け
て
、

台
湾
等
を
中
心
と
し
た
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
誘
致
へ
の
取
組
み
を
行
う
こ

と
。

⑵
地
域
高
規
格
道
路
境
港
出
雲
道
路
の
建
設

促
進
に
つ
い
て

　
境
港
出
雲
道
路
の
早
期
完
成
は
、
宍
道

湖
・
中
海
圏
域
を
８
の
字
に
繋
ぐ
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
観
光
振
興
・
産

業
振
興
並
び
に
災
害
時
緊
急
時
、
特
に
島

根
原
子
力
発
電
所
災
害
時
の
緊
急
避
難
路

と
し
て
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
現
在
、
出
雲
イ
ン
タ
ー
線
、
東
林
木
バ

イ
パ
ス
等
、
整
備
区
間
は
一
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
事
業
の
促
進
・
早
期
建

設
を
図
る
よ
う
関
係
当
局
に
一
層
の
働
き

か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

⑶
山
陰
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
の

働
き
か
け

　
山
陰
自
動
車
道
の
斐
川
Ｉ
Ｃ
～
出
雲
Ｉ

Ｃ
間
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
つ
い

て
は
、今
年
度
「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
検
討
業
務
」
が
実
施
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に

向
け
、
早
期
に
計
画
検
討
を
行
い
、
関
係

機
関
と
の
協
議
を
開
始
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑷
高
速
鉄
道
整
備
に
向
け
た
運
動
の
展
開

  

山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹
線
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
の
閣
議
決
定
（
昭
和
48
年
）

か
ら
49
年
が
経
過
し
た
が
、
未
だ
実
現
の

め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
山
陰
新
幹
線
・

伯
備
新
幹
線
の
開
通
は
、
出
雲
地
域
に

と
っ
て
も
観
光
振
興
・
産
業
振
興
面
で
大

き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
太
平
洋
側

に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
と
し
て
も
重
要
な
役
割
が

期
待
で
き
る
。

  

特
に
、
伯
備
新
幹
線
構
想
に
つ
い
て
は
、

「
中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹
線
）
整
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備
推
進
会
議
」
を
設
立
、
国
等
関
係
先
に

強
力
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
伯
備

新
幹
線
の
整
備
計
画
へ
の
格
上
げ
に
つ
い

て
、
県
等
関
係
地
域
・
関
係
機
関
と
連
携

し
、
要
望
活
動
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

４
．
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
と
働
き
方
改
革

に
留
意
し
た
発
注
等

　
出
雲
市
か
ら
の
各
種
発
注
業
務
に
お
い

て
は
、
引
き
続
き
市
内
企
業
へ
の
優
先
的

発
注
と
機
会
の
平
等
の
確
保
を
お
願
い
し

た
い
。
特
に
、
２
０
３
０
（
令
和
12
年
）

か
み
あ
り
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
に
係
る
市
内

施
設
の
整
備
・
改
修
に
つ
い
て
も
ご
配
慮

を
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
に
配
慮
し
た
納
期

の
適
正
化
や
発
注
時
期
の
分
散
化
等
、
改

善
を
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、

原
材
料
価
格
の
高
騰
を
反
映
し
た
適
正
価

格
で
の
発
注
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵
新
内
藤
川
の
河
川
改
修
の
早
期
完
成

　
近
年
の
豪
雨
に
よ
り
、
出
雲
市
内
で
は

中
小
河
川
の
氾
濫
、
越
水
に
よ
り
多
数

の
住
宅
浸
水
や
市
道
の
冠
水
等
が
発
生
し
、

市
民
生
活
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。

　
特
に
新
内
藤
川
水
系
に
お
け
る
被
害
が

顕
著
で
あ
り
、
平
成
20
年
に
島
根
県
が
策

定
さ
れ
た
「
新
内
藤
川
流
域
河
川
整
備
計

画
」
を
早
期
に
完
成
し
、
全
川
の
改
修
が

完
成
す
る
よ
う
島
根
県
に
強
く
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
出
雲
市
管
理
の

河
川
改
修
も
迅
速
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑶
市
街
地
、
海
岸
部
、
山
間
部
の
大
雨
災
害

に
伴
う
治
水
・
治
山
対
策
の
早
期
推
進

　
近
年
の
気
候
変
動
に
伴
い
、
短
時
間
で

猛
烈
な
降
雨
を
も
た
ら
す
線
状
降
水
帯
の

発
生
等
に
よ
り
、
出
雲
地
区
、
平
田
地
区

等
の
市
街
地
を
流
れ
る
主
要
河
川
の
増
水

被
害
が
多
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
部
・

山
間
部
の
谷
あ
い
を
流
れ
る
中
小
河
川
に

倒
木
や
土
砂
が
多
く
流
れ
込
み
、
せ
き

止
め
ら
れ
た
泥
水
、
流
木
等
が
あ
ふ
れ
て

住
宅
、
事
業
所
、
道
路
、
農
地
等
に
流
れ

込
む
被
害
が
短
期
間
に
頻
発
し
、
復
旧
工

事
が
進
む
中
で
の
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。

地
域
の
安
全
、
安
心
の
確
保
の
た
め
、
こ

う
し
た
市
街
地
、
谷
あ
い
の
中
小
河
川
の

治
水
対
策
と
と
も
に
治
山
対
策
に
つ
い
て

も
早
期
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新
た
な
建
設

に
向
け
た
働
き
か
け

　（
公
財
）
島
根
県
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

が
管
理
運
営
す
る
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
い

ず
も
」
の
管
理
型
第
３
期
処
分
場
は
、
当

初
計
画
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
埋
立
て
が
進

ん
で
い
る
。

　
財
団
で
は
、
処
分
場
内
の
安
定
型
処
分

場
を
用
途
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
中
だ
が
、

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
さ
ら
な
る
拡
張
の
余

地
は
な
い
。
島
根
県
と
し
て
は
、
新
た
に

県
内
に
１
箇
所
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
を
整
備
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
出
雲
市
の

産
業
振
興
を
図
る
う
え
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
施
設
で
あ
る
。
新
た
な
処
分
場
が
出

雲
市
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
島
根
県
等
へ
の

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

５
．
観
光
振
興

⑴
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
日
本
遺
産
「
日

が
沈
む
聖
地
出
雲
」、
島
根
半
島
・
宍
道

湖
中
海
ジ
オ
パ
ー
ク
、
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
着
実
・
効
果
的
な
推
進

　
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
施
策
に
つ
い
て
調
整
を
図
り

な
が
ら
無
駄
な
く
効
果
的
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
特
に
、
こ
の
度
再
認
定
を
受
け
た
日
本

遺
産
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
計
画
の
着
実
な
遂
行
に
よ
り
、

日
御
碕
エ
リ
ア
に
加
え
、
薗
の
長
浜
を
経

由
し
多
伎
に
至
る
海
岸
の
観
光
ル
ー
ト
と

し
て
の
活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
出
雲
空
港
及
び
出
雲
大
社
か
ら
の
観
光
周

遊
ル
ー
ト
の
創
出
に
つ
い
て

　
出
雲
空
港
と
平
田
を
結
ぶ
公
共
交
通
手

段
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
一
畑
電
車
の
利

用
促
進
に
つ
な
が
り
、
木
綿
街
道
で
の
滞

在
や
、
出
雲
大
社
、
松
江
へ
の
観
光
周
遊

ル
ー
ト
の
一
部
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

路
線
の
実
験
運
航
も
含
め
た
運
行
へ
の
支

援
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
出
雲
大
社
へ
の
観
光
客
は
コ
ロ
ナ

禍
前
と
比
べ
回
復
傾
向
に
あ
り
、
出
雲

大
社
か
ら
の
周
辺
観
光
地
へ
の
誘
客
支
援

（
移
動
補
助
、
周
辺
マ
ッ
プ
作
成
補
助
等
）

を
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
に
向
け
て
の
施
策
展

開　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
に
向
け
て
、

「（
一
社
）
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

観
光
局
」（
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が
設
立
さ
れ
、

受
入
れ
側
の
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
。

　
２
０
２
５
年
大
阪
万
博
、
２
０
３
０
年

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
島
根
大
会
を
控
え
、

外
国
語
表
記
（
複
数
言
語
）
の
普
及
促
進

策
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
発
信
の
強
化
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
交
通
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
化
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
の
整
備
等
の
施

策
を
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
商
工
団
体
等
と
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
外
国
人
が
市
内
の
飲
食
店
を

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
多
言
語
で
の
メ

ニ
ュ
ー
表
記
等
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

６
．
中
小
企
業
へ
の
支
援

⑴
産
業
・
観
光
の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の

取
組
み

　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅

れ
が
表
面
化
し
、
出
雲
市
内
の
経
営
者
の

デ
ジ
タ
ル
活
用
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
令
和
４
年
度
の
出
雲
市
の
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企
業
実
態
調
査
で
も
Ｉ
Ｔ
導
入
を
進
め
る

う
え
で
の
課
題
と
し
て
「
Ｉ
Ｔ
事
業
者
へ

の
委
託
費
用
が
か
か
る
」、「
対
応
す
る
人

材
の
不
足
」
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ

Ｔ
導
入
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
と
生
産
性

の
向
上
に
取
組
む
事
業
者
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
先
端
機
器
の
導
入
に

係
る
助
成
金
の
創
設
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。

⑵
地
域
内
経
済
循
環
の
推
進

　
出
雲
市
で
は
、
一
般
消
費
者
の
大
型
店

舗
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利
用

増
に
よ
り
、
出
雲
市
内
か
ら
の
資
金
の
流

出
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
で
、
地
域
内
で
お
金
が
円
滑
に
循
環

し
、
資
金
を
地
域
に
留
め
る
こ
と
で
地
域

の
経
済
効
果
が
よ
り
高
め
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
出
雲
商
工
会
議
所
商
業

部
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
実
施
し
た

資
金
循
環
実
証
事
業
に
お
い
て
も
、
地
域

内
で
の
資
金
循
環
、
還
元
ポ
イ
ン
ト
の
循

環
の
効
果
が
得
ら
れ
た
。

　
今
後
は
、
出
雲
市
の
経
済
活
性
化
に
向

け
て
、「
地
域
内
資
金
循
環
」（
消
費
に
よ

る
地
域
内
資
金
循
環
）
を
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
て
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦

出
雲
市
で
は
、
脱
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
挑
戦
す
る
こ

と
」
を
宣
言
さ
れ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
の
取
組
み
に
は
、
市
内
中
小
企
業

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
化

石
燃
料
か
ら
電
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
、
取
引
先
も
含
め
た
事
業
活
動
全
体
に

お
け
る
省
エ
ネ
省
資
源
化
へ
の
取
組
み
等
、

企
業
の
幅
広
い
取
組
み
に
対
す
る
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

　
出
雲
市
総
合
振
興
計
画
「
出
雲
神
話

２
０
３
０
」
に
お
い
て
、
環
境
配
慮
型
産

業
ク
リ
エ
イ
ト
エ
リ
ア
に
出
雲
市
東
部
、

沿
岸
部
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

河
下
港
周
辺
に
お
い
て
、
自
然
環
境
を
活

か
し
た
大
規
模
な
風
力
発
電
、
太
陽
光
等

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
稼
働
し
て
い

る
。
今
後
は
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
新
た

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
洋
上
風
力
発
電
の

調
査
研
究
を
実
施
し
、
民
間
事
業
所
の
誘

致
等
を
行
い
環
境
産
業
集
積
地
と
な
る
よ

う
、
積
極
的
な
地
域
活
用
を
お
願
い
し
た

い
。

⑷
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
へ
の
支
援

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
人
手
不
足

等
に
よ
り
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
、
特
に

タ
ク
シ
ー
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

き
て
お
り
、
市
民
、
観
光
客
の
移
動
に
大

き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
。

　
公
共
交
通
（
バ
ス
等
）
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
運
転
手
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
２
種
免
許
の
取
得
支
援
等
早
急
な
対

策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑸
貨
物
運
送
事
業
へ
の
支
援

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
働
き

方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
物
流
業
界
は
売

上
減
少
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減
少
等
の

問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
は

継
続
し
て
お
り
、
物
流
業
界
は
さ
ら
な
る

苦
境
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
業
界

を
支
援
す
る
た
め
の
令
和
４
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
出
雲
市
貨
物
運
送
事
業
者
等
燃

料
費
高
騰
対
策
緊
急
支
援
金
」
の
よ
う
な

助
成
金
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

⑹
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援

　
出
雲
市
で
は
、「
創
業
塾
」
等
創
業
者

に
対
す
る
支
援
を
各
種
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
、
そ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
斬
新
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
特
に
資
金
調
達
が
難
し
い
と
い
う
傾

向
が
あ
る
。
出
雲
市
内
で
は
、
金
融
機

関
も
参
画
し
た
民
間
レ
ベ
ル
で
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援
の
取
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。
資
金
の
調
達
を
行
う
民
間

フ
ァ
ン
ド
へ
の
支
援
や
設
立
後
の
研
修
会

等
フ
ァ
ン
ド
活
用
の
周
知
を
支
援
い
た
だ

き
た
い
。

⑺
働
き
手
不
足
へ
の
取
組
み

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
、
社
会
保
険

料
の
負
担
や
扶
養
控
除
等
の
税
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
に
働
き
控
え
を
す
る
「
年
収

の
壁
」
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
雇
用
す

る
側
か
ら
見
れ
ば
、
働
き
手
不
足
に
陥
っ

て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国

も
問
題
解
決
に
乗
り
出
し
て
い
る
が
、
抜

本
的
な
改
革
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し

た
い
。

⑻
取
引
拡
大
に
向
け
た
各
種
認
証
制
度
の
取

得
等
へ
の
支
援

　
近
年
、
食
の
安
全
に
対
す
る
意
識
、
要

求
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
食
品
事

業
者
の
品
質
認
証
制
度
や
衛
生
管
理
、
食

品
安
全
へ
の
対
策
が
取
引
上
で
も
条
件
と

し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
、
Ｅ
Ｕ‒

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
等

の
各
種
認
証
制
度
の
取
得
に
苦
慮
す
る
小

規
模
事
業
者
に
対
し
、
円
滑
な
制
度
導
入

に
向
け
、
費
用
助
成
制
度
の
創
設
を
お
願

い
し
た
い
。

　
ま
た
、
国
内
外
問
わ
ず
販
路
拡
大
を
目

指
す
企
業
に
対
し
、
市
場
調
査
や
商
品
開

発
費
等
、
幅
広
い
内
容
の
助
成
制
度
の
創

設
を
お
願
い
し
た
い
。

７
．
産
業
集
積
の
促
進

⑴
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
や
特
色
あ
る
技
術
等
を

も
つ
企
業
へ
の
支
援

　
市
内
に
は
鋳
物
産
業
、
機
械
加
工
業
、

醸
造
業
、
印
刷
業
、
木
工
関
連
産
業
、
食

品
加
工
業
等
の
産
業
集
積
、
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
（
中
核
と
な
る
業
種
の
周
辺
に
関
連

産
業
、
関
連
機
関
等
が
存
在
す
る
集
積
形

態
）
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
関
連
産
業

ご
と
の
集
積
を
、
市
と
し
て
も
積
極
的
に

掘
り
起
こ
し
、
そ
の
強
み
を
活
か
せ
る
よ

う
勉
強
会
、
研
究
会
、
開
発
助
成
等
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。
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備
推
進
会
議
」
を
設
立
、
国
等
関
係
先
に

強
力
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
伯
備

新
幹
線
の
整
備
計
画
へ
の
格
上
げ
に
つ
い

て
、
県
等
関
係
地
域
・
関
係
機
関
と
連
携

し
、
要
望
活
動
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

４
．
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
と
働
き
方
改
革

に
留
意
し
た
発
注
等

　
出
雲
市
か
ら
の
各
種
発
注
業
務
に
お
い

て
は
、
引
き
続
き
市
内
企
業
へ
の
優
先
的

発
注
と
機
会
の
平
等
の
確
保
を
お
願
い
し

た
い
。
特
に
、
２
０
３
０
（
令
和
12
年
）

か
み
あ
り
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
に
係
る
市
内

施
設
の
整
備
・
改
修
に
つ
い
て
も
ご
配
慮

を
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
に
配
慮
し
た
納
期

の
適
正
化
や
発
注
時
期
の
分
散
化
等
、
改

善
を
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、

原
材
料
価
格
の
高
騰
を
反
映
し
た
適
正
価

格
で
の
発
注
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵
新
内
藤
川
の
河
川
改
修
の
早
期
完
成

　
近
年
の
豪
雨
に
よ
り
、
出
雲
市
内
で
は

中
小
河
川
の
氾
濫
、
越
水
に
よ
り
多
数

の
住
宅
浸
水
や
市
道
の
冠
水
等
が
発
生
し
、

市
民
生
活
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。

　
特
に
新
内
藤
川
水
系
に
お
け
る
被
害
が

顕
著
で
あ
り
、
平
成
20
年
に
島
根
県
が
策

定
さ
れ
た
「
新
内
藤
川
流
域
河
川
整
備
計

画
」
を
早
期
に
完
成
し
、
全
川
の
改
修
が

完
成
す
る
よ
う
島
根
県
に
強
く
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
出
雲
市
管
理
の

河
川
改
修
も
迅
速
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑶
市
街
地
、
海
岸
部
、
山
間
部
の
大
雨
災
害

に
伴
う
治
水
・
治
山
対
策
の
早
期
推
進

　
近
年
の
気
候
変
動
に
伴
い
、
短
時
間
で

猛
烈
な
降
雨
を
も
た
ら
す
線
状
降
水
帯
の

発
生
等
に
よ
り
、
出
雲
地
区
、
平
田
地
区

等
の
市
街
地
を
流
れ
る
主
要
河
川
の
増
水

被
害
が
多
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
部
・

山
間
部
の
谷
あ
い
を
流
れ
る
中
小
河
川
に

倒
木
や
土
砂
が
多
く
流
れ
込
み
、
せ
き

止
め
ら
れ
た
泥
水
、
流
木
等
が
あ
ふ
れ
て

住
宅
、
事
業
所
、
道
路
、
農
地
等
に
流
れ

込
む
被
害
が
短
期
間
に
頻
発
し
、
復
旧
工

事
が
進
む
中
で
の
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。

地
域
の
安
全
、
安
心
の
確
保
の
た
め
、
こ

う
し
た
市
街
地
、
谷
あ
い
の
中
小
河
川
の

治
水
対
策
と
と
も
に
治
山
対
策
に
つ
い
て

も
早
期
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新
た
な
建
設

に
向
け
た
働
き
か
け

　（
公
財
）
島
根
県
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

が
管
理
運
営
す
る
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
い

ず
も
」
の
管
理
型
第
３
期
処
分
場
は
、
当

初
計
画
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
埋
立
て
が
進

ん
で
い
る
。

　
財
団
で
は
、
処
分
場
内
の
安
定
型
処
分

場
を
用
途
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
中
だ
が
、

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
さ
ら
な
る
拡
張
の
余

地
は
な
い
。
島
根
県
と
し
て
は
、
新
た
に

県
内
に
１
箇
所
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
を
整
備
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
出
雲
市
の

産
業
振
興
を
図
る
う
え
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
施
設
で
あ
る
。
新
た
な
処
分
場
が
出

雲
市
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
島
根
県
等
へ
の

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

５
．
観
光
振
興

⑴
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
日
本
遺
産
「
日

が
沈
む
聖
地
出
雲
」、
島
根
半
島
・
宍
道

湖
中
海
ジ
オ
パ
ー
ク
、
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
着
実
・
効
果
的
な
推
進

　
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
施
策
に
つ
い
て
調
整
を
図
り

な
が
ら
無
駄
な
く
効
果
的
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
特
に
、
こ
の
度
再
認
定
を
受
け
た
日
本

遺
産
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
計
画
の
着
実
な
遂
行
に
よ
り
、

日
御
碕
エ
リ
ア
に
加
え
、
薗
の
長
浜
を
経

由
し
多
伎
に
至
る
海
岸
の
観
光
ル
ー
ト
と

し
て
の
活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
出
雲
空
港
及
び
出
雲
大
社
か
ら
の
観
光
周

遊
ル
ー
ト
の
創
出
に
つ
い
て

　
出
雲
空
港
と
平
田
を
結
ぶ
公
共
交
通
手

段
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
一
畑
電
車
の
利

用
促
進
に
つ
な
が
り
、
木
綿
街
道
で
の
滞

在
や
、
出
雲
大
社
、
松
江
へ
の
観
光
周
遊

ル
ー
ト
の
一
部
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

路
線
の
実
験
運
航
も
含
め
た
運
行
へ
の
支

援
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
出
雲
大
社
へ
の
観
光
客
は
コ
ロ
ナ

禍
前
と
比
べ
回
復
傾
向
に
あ
り
、
出
雲

大
社
か
ら
の
周
辺
観
光
地
へ
の
誘
客
支
援

（
移
動
補
助
、
周
辺
マ
ッ
プ
作
成
補
助
等
）

を
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
に
向
け
て
の
施
策
展

開　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
に
向
け
て
、

「（
一
社
）
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

観
光
局
」（
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が
設
立
さ
れ
、

受
入
れ
側
の
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
。

　
２
０
２
５
年
大
阪
万
博
、
２
０
３
０
年

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
島
根
大
会
を
控
え
、

外
国
語
表
記
（
複
数
言
語
）
の
普
及
促
進

策
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
発
信
の
強
化
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
交
通
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
化
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
の
整
備
等
の
施

策
を
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
商
工
団
体
等
と
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
外
国
人
が
市
内
の
飲
食
店
を

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
多
言
語
で
の
メ

ニ
ュ
ー
表
記
等
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

６
．
中
小
企
業
へ
の
支
援

⑴
産
業
・
観
光
の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の

取
組
み

　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅

れ
が
表
面
化
し
、
出
雲
市
内
の
経
営
者
の

デ
ジ
タ
ル
活
用
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
令
和
４
年
度
の
出
雲
市
の
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企
業
実
態
調
査
で
も
Ｉ
Ｔ
導
入
を
進
め
る

う
え
で
の
課
題
と
し
て
「
Ｉ
Ｔ
事
業
者
へ

の
委
託
費
用
が
か
か
る
」、「
対
応
す
る
人

材
の
不
足
」
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ

Ｔ
導
入
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
と
生
産
性

の
向
上
に
取
組
む
事
業
者
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
先
端
機
器
の
導
入
に

係
る
助
成
金
の
創
設
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。

⑵
地
域
内
経
済
循
環
の
推
進

　
出
雲
市
で
は
、
一
般
消
費
者
の
大
型
店

舗
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利
用

増
に
よ
り
、
出
雲
市
内
か
ら
の
資
金
の
流

出
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
で
、
地
域
内
で
お
金
が
円
滑
に
循
環

し
、
資
金
を
地
域
に
留
め
る
こ
と
で
地
域

の
経
済
効
果
が
よ
り
高
め
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
出
雲
商
工
会
議
所
商
業

部
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
実
施
し
た

資
金
循
環
実
証
事
業
に
お
い
て
も
、
地
域

内
で
の
資
金
循
環
、
還
元
ポ
イ
ン
ト
の
循

環
の
効
果
が
得
ら
れ
た
。

　
今
後
は
、
出
雲
市
の
経
済
活
性
化
に
向

け
て
、「
地
域
内
資
金
循
環
」（
消
費
に
よ

る
地
域
内
資
金
循
環
）
を
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
て
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦

出
雲
市
で
は
、
脱
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
挑
戦
す
る
こ

と
」
を
宣
言
さ
れ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
の
取
組
み
に
は
、
市
内
中
小
企
業

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
化

石
燃
料
か
ら
電
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

等
、
取
引
先
も
含
め
た
事
業
活
動
全
体
に

お
け
る
省
エ
ネ
省
資
源
化
へ
の
取
組
み
等
、

企
業
の
幅
広
い
取
組
み
に
対
す
る
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

　
出
雲
市
総
合
振
興
計
画
「
出
雲
神
話

２
０
３
０
」
に
お
い
て
、
環
境
配
慮
型
産

業
ク
リ
エ
イ
ト
エ
リ
ア
に
出
雲
市
東
部
、

沿
岸
部
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

河
下
港
周
辺
に
お
い
て
、
自
然
環
境
を
活

か
し
た
大
規
模
な
風
力
発
電
、
太
陽
光
等

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
稼
働
し
て
い

る
。
今
後
は
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
新
た

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
洋
上
風
力
発
電
の

調
査
研
究
を
実
施
し
、
民
間
事
業
所
の
誘

致
等
を
行
い
環
境
産
業
集
積
地
と
な
る
よ

う
、
積
極
的
な
地
域
活
用
を
お
願
い
し
た

い
。

⑷
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
へ
の
支
援

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
人
手
不
足

等
に
よ
り
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
、
特
に

タ
ク
シ
ー
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

き
て
お
り
、
市
民
、
観
光
客
の
移
動
に
大

き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
。

　
公
共
交
通
（
バ
ス
等
）
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
運
転
手
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
２
種
免
許
の
取
得
支
援
等
早
急
な
対

策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑸
貨
物
運
送
事
業
へ
の
支
援

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
働
き

方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
物
流
業
界
は
売

上
減
少
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減
少
等
の

問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
は

継
続
し
て
お
り
、
物
流
業
界
は
さ
ら
な
る

苦
境
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
業
界

を
支
援
す
る
た
め
の
令
和
４
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
出
雲
市
貨
物
運
送
事
業
者
等
燃

料
費
高
騰
対
策
緊
急
支
援
金
」
の
よ
う
な

助
成
金
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

⑹
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援

　
出
雲
市
で
は
、「
創
業
塾
」
等
創
業
者

に
対
す
る
支
援
を
各
種
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
、
そ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
斬
新
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
特
に
資
金
調
達
が
難
し
い
と
い
う
傾

向
が
あ
る
。
出
雲
市
内
で
は
、
金
融
機

関
も
参
画
し
た
民
間
レ
ベ
ル
で
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援
の
取
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。
資
金
の
調
達
を
行
う
民
間

フ
ァ
ン
ド
へ
の
支
援
や
設
立
後
の
研
修
会

等
フ
ァ
ン
ド
活
用
の
周
知
を
支
援
い
た
だ

き
た
い
。

⑺
働
き
手
不
足
へ
の
取
組
み

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
、
社
会
保
険

料
の
負
担
や
扶
養
控
除
等
の
税
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
に
働
き
控
え
を
す
る
「
年
収

の
壁
」
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
雇
用
す

る
側
か
ら
見
れ
ば
、
働
き
手
不
足
に
陥
っ

て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国

も
問
題
解
決
に
乗
り
出
し
て
い
る
が
、
抜

本
的
な
改
革
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し

た
い
。

⑻
取
引
拡
大
に
向
け
た
各
種
認
証
制
度
の
取

得
等
へ
の
支
援

　
近
年
、
食
の
安
全
に
対
す
る
意
識
、
要

求
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
食
品
事

業
者
の
品
質
認
証
制
度
や
衛
生
管
理
、
食

品
安
全
へ
の
対
策
が
取
引
上
で
も
条
件
と

し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
、
Ｅ
Ｕ‒

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
等

の
各
種
認
証
制
度
の
取
得
に
苦
慮
す
る
小

規
模
事
業
者
に
対
し
、
円
滑
な
制
度
導
入

に
向
け
、
費
用
助
成
制
度
の
創
設
を
お
願

い
し
た
い
。

　
ま
た
、
国
内
外
問
わ
ず
販
路
拡
大
を
目

指
す
企
業
に
対
し
、
市
場
調
査
や
商
品
開

発
費
等
、
幅
広
い
内
容
の
助
成
制
度
の
創

設
を
お
願
い
し
た
い
。

７
．
産
業
集
積
の
促
進

⑴
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
や
特
色
あ
る
技
術
等
を

も
つ
企
業
へ
の
支
援

　
市
内
に
は
鋳
物
産
業
、
機
械
加
工
業
、

醸
造
業
、
印
刷
業
、
木
工
関
連
産
業
、
食

品
加
工
業
等
の
産
業
集
積
、
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
（
中
核
と
な
る
業
種
の
周
辺
に
関
連

産
業
、
関
連
機
関
等
が
存
在
す
る
集
積
形

態
）
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
関
連
産
業

ご
と
の
集
積
を
、
市
と
し
て
も
積
極
的
に

掘
り
起
こ
し
、
そ
の
強
み
を
活
か
せ
る
よ

う
勉
強
会
、
研
究
会
、
開
発
助
成
等
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

2023.11
7 出雲商工会議所報



　
ま
た
、
特
色
あ
る
優
秀
な
技
術
・
サ
ー

ビ
ス
等
の
強
み
を
持
つ
中
小
企
業
に
対
し
、

強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
地
域
の
牽
引
企

業
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
産
学
官
連

携
促
進
の
た
め
の
支
援
や
研
究
開
発
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
販
路
開
拓
支
援
も
充

実
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
企
業
誘
致
の
推
進

  

地
場
の
中
小
企
業
の
活
躍
と
共
に
、
都

会
地
の
優
良
・
ニ
ッ
チ
分
野
の
中
堅
中
小

企
業
の
誘
致
に
よ
り
、
市
内
に
多
様
な
業

種
構
成
を
形
成
し
、
出
雲
市
の
産
業
に
厚

み
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
増
加

や
地
方
の
自
然
環
境
の
中
で
創
造
性
・
生

産
性
を
求
め
る
志
向
等
を
背
景
に
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

職
種
等
の
誘
致
が
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
、

さ
ら
な
る
取
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
に
山
陰
道
の
出
雲

Ｉ
Ｃ
～
多
伎
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
県
道
湖

陵
掛
合
線
と
の
結
節
点
で
あ
る
湖
陵
Ｉ
Ｃ

は
交
通
の
要
衝
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
こ
れ
を
活
用
し
、
湖
陵
Ｉ
Ｃ
付
近
に
工

業
団
地
を
造
成
す
れ
ば
、
人
口
減
少
の
著

し
い
出
雲
市
の
西
部
・
南
部
地
域
の
雇
用

の
場
が
創
設
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
早
期
の
工
業

団
地
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

８
．
地
元
就
職
の
促
進
と
工
科
系
人
材
の

育
成

⑴
地
元
就
職
の
促
進

①
ふ
る
さ
と
教
育
の
徹
底

　
地
元
の
歴
史
文
化
・
環
境
・
産
業
等

へ
の
理
解
の
促
進
、
地
域
の
行
事
や
祭

り
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
出
雲

神
話
を
含
め
出
雲
の
独
自
性
の
学
習
に

よ
る
出
雲
へ
の
愛
着
感
と
誇
り
の
醸
成

等
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
徹
底

　
地
元
で
働
く
こ
と
の
意
味
、
生
き
が

い
、
勤
労
観
を
十
分
理
解
さ
せ
る
た
め

の
学
習
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
当
協
議
会
で
も
、
今
年
度
か
ら
「
親

子
で
行
く
出
雲
の
お
仕
事
見
学
ツ

ア
ー
」
を
企
画
し
、
地
元
企
業
の
魅
力

を
発
見
し
て
も
ら
う
事
業
を
実
施
し
、

好
評
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
元
の
中
小
企
業
で
誇
り
を
持
っ
て

働
く
こ
と
の
尊
さ
を
学
習
す
る
た
め
に
、

市
内
事
業
所
へ
の
訪
問
（
生
徒
、
保
護

者
、
教
員
）、
職
業
体
験
等
へ
の
積
極

的
な
参
加
、
経
営
者
等
の
授
業
へ
の
参

画
（
講
師
派
遣
）、
教
員
に
よ
る
地
元

企
業
の
把
握
等
を
体
系
的
・
計
画
的
に

着
実
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
小
・

中
・
高
校
を
通
じ
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
体
系
化
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
学
校
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑵
工
科
系
人
材
の
育
成

　
国
内
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
加
速

す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
製
造
業
の
人
材

確
保
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
製
造
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
化
や
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
対
応
で
き
る
専
門
的
人
材
の
確
保

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
、
島
根
大
学
総
合
理
工
学
部
や
松
江

工
業
高
等
専
門
学
校
等
か
ら
輩
出
さ
れ
る

人
材
の
多
く
は
県
外
企
業
に
就
職
し
、
県

内
企
業
、
引
い
て
は
市
内
企
業
で
の
確
保

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
工
科
系
短
期
大
学
・
専
門
学
校

の
誘
致
や
既
存
専
門
学
校
へ
の
新
学
科
創

設
の
働
き
か
け
等
に
よ
り
専
門
的
人
材
の

育
成
・
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

９
．
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進

⑴
効
果
的
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
の
推
進

　
人
口
減
少
の
中
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増

加
に
向
け
て
、
市
を
挙
げ
た
積
極
的
な
取

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

（
公
財
）
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
、（
特

非
）
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東

京
・
大
阪
）
等
と
密
度
あ
る
情
報
交
換
を

行
い
、
効
果
的
な
施
策
（
フ
ェ
ア
開
催
等
）

を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
施
策
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
る
た
め

に
、
商
工
・
農
林
・
そ
の
他
関
係
団
体
と

情
報
交
換
・
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
心
の
あ
る

方
々
向
け
の
現
地
説
明
、
現
地
体
感
に
資

す
る
受
入
れ
拠
点
の
整
備
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
と
地
元
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
の
さ
ら
な
る
促
進

　
市
に
お
い
て
空
き
家
等
対
策
協
議
会
で

検
討
が
行
わ
れ
、
利
活
用
に
向
け
て
実
績

も
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
一
層
の
定
住
促

進
に
結
び
つ
け
る
意
味
で
も
さ
ら
な
る
施

策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
具
体
的
な
取
組
み

が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
（（
特
非
）
出
雲
市

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
、（
特
非
）
ひ
ら

た
空
き
家
再
生
舎
等
）。
こ
れ
ら
の
活
動

と
の
情
報
共
有
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
商
工
団
体
や
自
治
協
会
の
協
力

も
得
な
が
ら
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
空
き
家
利
活
用
の
観
点
か
ら
定
住
促

進
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金
の
対
象
を
拡
大

し
、
新
規
開
業
、
事
業
拡
大
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
策

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
利
活
用
を
行
う
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
一
層
の
空
き
家
情

報
の
提
供
や
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
と

の
連
携
、
相
談
窓
口
の
周
知
・
徹
底
、
空

き
家
購
入
や
改
修
工
事
に
つ
い
て
の
補
助

金
や
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
等
に
つ
い
て

の
施
策
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
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会議所の動き

　私
は
出
雲
商
工

会
議
所
入
所
５
年

目
、
経
営
支
援
課

に
所
属
す
る
濱
屋

と
申
し
ま
す
。
令

和
３
年
に
結
婚

し
、
令
和
５
年
７

月
に
第
１
子
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
当
所
男
性
職

員
初
の
育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　出
産
予
定
日
の
数
ヶ
月
前
に
職
場
か
ら

意
向
を
確
認
さ
れ
た
際
は
、
職
場
に
迷
惑

を
か
け
る
と
思
い
、
取
得
し
な
い
意
向
を

伝
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
出
産
予
定
日
が

近
づ
く
に
つ
れ
、
子
育
て
に
も
っ
と
参
加

し
た
い
、
子
ど
も
の
隣
で
成
長
を
見
守
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
子
育
て
の
大
変
さ
も
妻
と
一

緒
に
乗
り
越
え
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
も

う
一
度
夫
婦
で
話
し
合
い
、
産
後
に
約
１
ヶ

月
間
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　休
業
す
る
旨
を
職
場
に
伝
え
る
際
、
申

し
訳
な
さ
と
怖
さ
が
あ
っ
た
の
が
正
直
な

気
持
ち
で
す
。
休
業
し
た
場
合
、
業
務
負

担
が
増
え
て
職
員
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。
し
か
し
、

職
場
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
予
想
と
は
全
く

違
っ
て
い
ま
し
た
。「
仕
事
は
気
に
せ
ず
子

育
て
頑
張
っ
て
」「
出
産
直
後
は
大
事
な
時

期
だ
か
ら
」
等
、
と
て
も
温
か
い
応
援
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
育
児
休
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
私
達
夫
婦
は
初
め
て
の
育
児

に
励
み
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
子
育
て
で
少

し
の
変
化
で
も
心
配
し
た
り
、
夜
は
３
時

間
お
き
に
起
き
て
ミ
ル
ク
を
与
え
た
り
、

不
安
や
寝
不
足
と
戦
い
な
が
ら
も
夫
婦
２

人
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

育
児
休
業
が
取
得
で
き
た
こ
と
を
私
だ
け

で
な
く
妻
も
と
て
も
喜
び
、
私
の
職
場
に

対
し
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　男
性
の
育
児
休
業
が
ま
だ
ま
だ
珍
し
い

な
か
、
温
か
く
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
育
児
休
業
中
の
経
験
を
活
か
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
職
場
に
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
産
後
パ
パ
育
休

（
出
生
時
育
児
休
業
）
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
産
後
８
週
間
以
内
に
４
週
間（
28
日
）

を
限
度
と
し
て
２
回
に
分
け
て
取
得
で
き
る

休
業
で
、
１
歳
ま
で
の
育
児
休
業
と
は
別
に

取
得
で
き
る
制
度
で
す
。
男
性
の
育
児
休
業

取
得
促
進
の
た
め
、
取
得
ニ
ー
ズ
が
高
い
子

の
出
生
直
後
の
時
期
（
子
の
出
生
後
８
週
間

以
内
）
に
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
柔
軟
で
取
得

し
や
す
い
休
業
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

男
性
職
員
初
の
育
児
休
業
を
取
得
し
ま
し
た

経
営
支
援
課  

濱
屋

　
鋭
一

※

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
参
照

まるか食品㈱で熱心に説明を聞く参加者

　食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
小
川
敬
部

会
長
）
は
９
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬
、
広
島

県
へ
の
視
察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　初
日
は
、
厳
島
神
社
や
宮
島
表
参
道
商

店
街
、
広
島
市
の
旧
広
島
市
民
球
場
跡
地

に
開
業
し
た
「
ひ
ろ
し
ま
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク

プ
ラ
ザ
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　２
日
目
は
尾
道
市
の
食
品
製
造
会
社
の

ま
る
か
食
品
㈱
、
今
岡
製
菓
㈱
を
訪
問
。

商
品
開
発
や
製
造
へ
の
思
い
を
伺
っ
た
後
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
工
場
見
学
し
ま
し
た
。
大
変
有
意

義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

食
品
製
造
会
社
等
へ
の
視
察
研
修
を
実
施

食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

首都圏外郭放水路にて記念写真

　建
設
産
業
部
会
（
須
山
政
樹
部
会
長
）

は
10
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮
、
埼
玉
県
に
あ

る
図
書
館
・
美
術
館
・
博
物
館
が
融
合
し

た
文
化
複
合
施
設
で
あ
る
角
川
武
蔵
野

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
、
世
界
最
大
級
の
地
下

放
水
路
で
あ
る
首
都
圏
外
郭
放
水
路
へ
の

視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　建
築
家
で
あ
る
隈
研
吾
氏
の
デ
ザ
イ
ン

監
修
の
も
と
建
て
ら
れ
た
建
築
物
や
、
地

下
約
22
ｍ
の
位
置
に
つ
く
ら
れ
た
地
下
神

殿
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
巨
大
水
槽
を
実

際
に
見
学
す
る
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

角
川
武
蔵
野
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
首
都
圏
外
郭
放
水
路
を
視
察

建
設
産
業
部
会
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ま
た
、
特
色
あ
る
優
秀
な
技
術
・
サ
ー

ビ
ス
等
の
強
み
を
持
つ
中
小
企
業
に
対
し
、

強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
地
域
の
牽
引
企

業
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
産
学
官
連

携
促
進
の
た
め
の
支
援
や
研
究
開
発
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
販
路
開
拓
支
援
も
充

実
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
企
業
誘
致
の
推
進

  

地
場
の
中
小
企
業
の
活
躍
と
共
に
、
都

会
地
の
優
良
・
ニ
ッ
チ
分
野
の
中
堅
中
小

企
業
の
誘
致
に
よ
り
、
市
内
に
多
様
な
業

種
構
成
を
形
成
し
、
出
雲
市
の
産
業
に
厚

み
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
増
加

や
地
方
の
自
然
環
境
の
中
で
創
造
性
・
生

産
性
を
求
め
る
志
向
等
を
背
景
に
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

職
種
等
の
誘
致
が
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
、

さ
ら
な
る
取
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
に
山
陰
道
の
出
雲

Ｉ
Ｃ
～
多
伎
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
県
道
湖

陵
掛
合
線
と
の
結
節
点
で
あ
る
湖
陵
Ｉ
Ｃ

は
交
通
の
要
衝
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
こ
れ
を
活
用
し
、
湖
陵
Ｉ
Ｃ
付
近
に
工

業
団
地
を
造
成
す
れ
ば
、
人
口
減
少
の
著

し
い
出
雲
市
の
西
部
・
南
部
地
域
の
雇
用

の
場
が
創
設
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
早
期
の
工
業

団
地
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

８
．
地
元
就
職
の
促
進
と
工
科
系
人
材
の

育
成

⑴
地
元
就
職
の
促
進

①
ふ
る
さ
と
教
育
の
徹
底

　
地
元
の
歴
史
文
化
・
環
境
・
産
業
等

へ
の
理
解
の
促
進
、
地
域
の
行
事
や
祭

り
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
出
雲

神
話
を
含
め
出
雲
の
独
自
性
の
学
習
に

よ
る
出
雲
へ
の
愛
着
感
と
誇
り
の
醸
成

等
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
徹
底

　
地
元
で
働
く
こ
と
の
意
味
、
生
き
が

い
、
勤
労
観
を
十
分
理
解
さ
せ
る
た
め

の
学
習
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
当
協
議
会
で
も
、
今
年
度
か
ら
「
親

子
で
行
く
出
雲
の
お
仕
事
見
学
ツ

ア
ー
」
を
企
画
し
、
地
元
企
業
の
魅
力

を
発
見
し
て
も
ら
う
事
業
を
実
施
し
、

好
評
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
元
の
中
小
企
業
で
誇
り
を
持
っ
て

働
く
こ
と
の
尊
さ
を
学
習
す
る
た
め
に
、

市
内
事
業
所
へ
の
訪
問
（
生
徒
、
保
護

者
、
教
員
）、
職
業
体
験
等
へ
の
積
極

的
な
参
加
、
経
営
者
等
の
授
業
へ
の
参

画
（
講
師
派
遣
）、
教
員
に
よ
る
地
元

企
業
の
把
握
等
を
体
系
的
・
計
画
的
に

着
実
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
小
・

中
・
高
校
を
通
じ
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
体
系
化
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
学
校
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑵
工
科
系
人
材
の
育
成

　
国
内
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
加
速

す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
製
造
業
の
人
材

確
保
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
製
造
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
化
や
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
対
応
で
き
る
専
門
的
人
材
の
確
保

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
、
島
根
大
学
総
合
理
工
学
部
や
松
江

工
業
高
等
専
門
学
校
等
か
ら
輩
出
さ
れ
る

人
材
の
多
く
は
県
外
企
業
に
就
職
し
、
県

内
企
業
、
引
い
て
は
市
内
企
業
で
の
確
保

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
工
科
系
短
期
大
学
・
専
門
学
校

の
誘
致
や
既
存
専
門
学
校
へ
の
新
学
科
創

設
の
働
き
か
け
等
に
よ
り
専
門
的
人
材
の

育
成
・
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

９
．
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進

⑴
効
果
的
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
の
推
進

　
人
口
減
少
の
中
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増

加
に
向
け
て
、
市
を
挙
げ
た
積
極
的
な
取

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

（
公
財
）
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
、（
特

非
）
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東

京
・
大
阪
）
等
と
密
度
あ
る
情
報
交
換
を

行
い
、
効
果
的
な
施
策
（
フ
ェ
ア
開
催
等
）

を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
施
策
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
る
た
め

に
、
商
工
・
農
林
・
そ
の
他
関
係
団
体
と

情
報
交
換
・
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
心
の
あ
る

方
々
向
け
の
現
地
説
明
、
現
地
体
感
に
資

す
る
受
入
れ
拠
点
の
整
備
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
と
地
元
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
の
さ
ら
な
る
促
進

　
市
に
お
い
て
空
き
家
等
対
策
協
議
会
で

検
討
が
行
わ
れ
、
利
活
用
に
向
け
て
実
績

も
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
一
層
の
定
住
促

進
に
結
び
つ
け
る
意
味
で
も
さ
ら
な
る
施

策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
具
体
的
な
取
組
み

が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
（（
特
非
）
出
雲
市

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
、（
特
非
）
ひ
ら

た
空
き
家
再
生
舎
等
）。
こ
れ
ら
の
活
動

と
の
情
報
共
有
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
商
工
団
体
や
自
治
協
会
の
協
力

も
得
な
が
ら
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
空
き
家
利
活
用
の
観
点
か
ら
定
住
促

進
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金
の
対
象
を
拡
大

し
、
新
規
開
業
、
事
業
拡
大
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
策

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
利
活
用
を
行
う
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
一
層
の
空
き
家
情

報
の
提
供
や
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
と

の
連
携
、
相
談
窓
口
の
周
知
・
徹
底
、
空

き
家
購
入
や
改
修
工
事
に
つ
い
て
の
補
助

金
や
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
等
に
つ
い
て

の
施
策
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
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会議所の動き

　私
は
出
雲
商
工

会
議
所
入
所
５
年

目
、
経
営
支
援
課

に
所
属
す
る
濱
屋

と
申
し
ま
す
。
令

和
３
年
に
結
婚

し
、
令
和
５
年
７

月
に
第
１
子
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
当
所
男
性
職

員
初
の
育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　出
産
予
定
日
の
数
ヶ
月
前
に
職
場
か
ら

意
向
を
確
認
さ
れ
た
際
は
、
職
場
に
迷
惑

を
か
け
る
と
思
い
、
取
得
し
な
い
意
向
を

伝
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
出
産
予
定
日
が

近
づ
く
に
つ
れ
、
子
育
て
に
も
っ
と
参
加

し
た
い
、
子
ど
も
の
隣
で
成
長
を
見
守
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
子
育
て
の
大
変
さ
も
妻
と
一

緒
に
乗
り
越
え
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
も

う
一
度
夫
婦
で
話
し
合
い
、
産
後
に
約
１
ヶ

月
間
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　休
業
す
る
旨
を
職
場
に
伝
え
る
際
、
申

し
訳
な
さ
と
怖
さ
が
あ
っ
た
の
が
正
直
な

気
持
ち
で
す
。
休
業
し
た
場
合
、
業
務
負

担
が
増
え
て
職
員
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。
し
か
し
、

職
場
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
予
想
と
は
全
く

違
っ
て
い
ま
し
た
。「
仕
事
は
気
に
せ
ず
子

育
て
頑
張
っ
て
」「
出
産
直
後
は
大
事
な
時

期
だ
か
ら
」
等
、
と
て
も
温
か
い
応
援
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
育
児
休
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
私
達
夫
婦
は
初
め
て
の
育
児

に
励
み
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
子
育
て
で
少

し
の
変
化
で
も
心
配
し
た
り
、
夜
は
３
時

間
お
き
に
起
き
て
ミ
ル
ク
を
与
え
た
り
、

不
安
や
寝
不
足
と
戦
い
な
が
ら
も
夫
婦
２

人
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

育
児
休
業
が
取
得
で
き
た
こ
と
を
私
だ
け

で
な
く
妻
も
と
て
も
喜
び
、
私
の
職
場
に

対
し
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　男
性
の
育
児
休
業
が
ま
だ
ま
だ
珍
し
い

な
か
、
温
か
く
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
育
児
休
業
中
の
経
験
を
活
か
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
職
場
に
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
産
後
パ
パ
育
休

（
出
生
時
育
児
休
業
）
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
産
後
８
週
間
以
内
に
４
週
間（
28
日
）

を
限
度
と
し
て
２
回
に
分
け
て
取
得
で
き
る

休
業
で
、
１
歳
ま
で
の
育
児
休
業
と
は
別
に

取
得
で
き
る
制
度
で
す
。
男
性
の
育
児
休
業

取
得
促
進
の
た
め
、
取
得
ニ
ー
ズ
が
高
い
子

の
出
生
直
後
の
時
期
（
子
の
出
生
後
８
週
間

以
内
）
に
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
柔
軟
で
取
得

し
や
す
い
休
業
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

男
性
職
員
初
の
育
児
休
業
を
取
得
し
ま
し
た

経
営
支
援
課  

濱
屋

　
鋭
一

※

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
参
照

まるか食品㈱で熱心に説明を聞く参加者

　食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
小
川
敬
部

会
長
）
は
９
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬
、
広
島

県
へ
の
視
察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　初
日
は
、
厳
島
神
社
や
宮
島
表
参
道
商

店
街
、
広
島
市
の
旧
広
島
市
民
球
場
跡
地

に
開
業
し
た
「
ひ
ろ
し
ま
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク

プ
ラ
ザ
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　２
日
目
は
尾
道
市
の
食
品
製
造
会
社
の

ま
る
か
食
品
㈱
、
今
岡
製
菓
㈱
を
訪
問
。

商
品
開
発
や
製
造
へ
の
思
い
を
伺
っ
た
後
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
工
場
見
学
し
ま
し
た
。
大
変
有
意

義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

食
品
製
造
会
社
等
へ
の
視
察
研
修
を
実
施

食
品
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

首都圏外郭放水路にて記念写真

　建
設
産
業
部
会
（
須
山
政
樹
部
会
長
）

は
10
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮
、
埼
玉
県
に
あ

る
図
書
館
・
美
術
館
・
博
物
館
が
融
合
し

た
文
化
複
合
施
設
で
あ
る
角
川
武
蔵
野

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
、
世
界
最
大
級
の
地
下

放
水
路
で
あ
る
首
都
圏
外
郭
放
水
路
へ
の

視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　建
築
家
で
あ
る
隈
研
吾
氏
の
デ
ザ
イ
ン

監
修
の
も
と
建
て
ら
れ
た
建
築
物
や
、
地

下
約
22
ｍ
の
位
置
に
つ
く
ら
れ
た
地
下
神

殿
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
巨
大
水
槽
を
実

際
に
見
学
す
る
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

角
川
武
蔵
野
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
首
都
圏
外
郭
放
水
路
を
視
察

建
設
産
業
部
会
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業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス

項 目

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
10月期調査では、建設業の売上高と採算が３か月予測で「やや好転」、製造業の売上高が前月比で「やや好転」、卸売業の売上高
が前月比で「かなり悪化」、さらに前年同月比と３か月予測で「やや悪化」、同じく卸売業の採算と業況はすべての比較期間で「やや悪
化」となりました。
10月から開始のインボイス制度の影響については、すでに多くの業種で事務負担が増大しており、なかには人件費もあわせて増加し
ているといった声も寄せられました。一方でインボイス制度の影響がまだ出ていない、対応について手探り状態であるといった声も聞
かれており、今後も事務負担増加等の問題の顕在化が懸念されます。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設

「2024 年 4 月から建設業でも適用される働き方改革について、早い段階での対策が必要である。公共工事については 4
週 8 休が浸透しており、時間外労働や休日出勤についてかなり改善されている一方、民間工事では顧客の納期などに
より対策がなかなか進まない。インボイス制度により取引先の登録番号取得状況の確認や、社内での制度の把握と会
社としての方針のすり合わせなど、経理担当だけでなく、様々な社員に影響がある。」（一般土木建築工事業）、「公共
工事、民間工事共に工事件数が少なく、低調が続いている。インボイス制度の影響はまだ感じていない。引き続き材
料の値上げが生じている。」（設備工事業）、「需要がやや増加している。」（総合工事業）

製 造

「売上の増加以上に野菜の仕入値が高く、原菜も悪く大変だった。受注は増加しており秋野菜の地元の物が増えてくれ
ば採算は好転していくと思う。」（食品製造業）、「原料（生地）工場の廃業が多く、生産予定があっても生地の納入遅
れが目立つ。その影響で納期と生地のバランスが悪く、ロスが増えつつある。事務系の仕事がインボイス制度・電子
帳簿保存法等に伴い激化しているため、これに伴う人件費の増大、また経費の激増も合わさって、会社の採算性が悪
くなっている。」（衣服製造業）、「引続き仕入・調達品等の値上がりが月単位で続いており、価格転嫁とのタイムラグ
が生じ採算性の改善には至ってはいない。インボイス制度・電子帳簿保存法等の開始が相次ぎ小規模零細事業者にとっ
ては手探り状態である。」（機械製造業）、「原材料が高止まりの状況である。インボイス制度の影響は特にない。」（コ
ンクリート製品製造業）、「自動車は年計通り。油圧・建機・農機は中国市場の低迷により鈍化している。物流 2024 年
問題による輸送費のアップについて、今後客先と協議する必要がある。」（部品製造業）

卸 売
「仕入品の価格が上昇している。」（水産物卸売業）、「9月は天候不順の影響で生育が停滞し、野菜全般に品薄となり単
価高となった。果実は夏場の猛暑の影響で、品質低下や日焼け果が見られ、特にシャインマスカット、柿類、リンゴ
類で出荷が減少した。9月よりインボイス制度にかかる弊社のシステム変更に伴う事務処理（帳票類の表示変更、メー
ル送付等）が順調に進まず、事務負担が増加した。」（農畜産物卸売業）

小 売

「加工食品は比較的好調であった。衣料は客数大幅減少により売上が減少した。生鮮品（特に牛肉）は昨年比で 90％程
度の売上であった。」（各種商品小売業）、「インボイス制度については、直接の影響は少ないが、事務手続等が一部煩
雑になっている。」（各種商品小売業）、「イベントが復活しており、イベント商品が動いている。鍋つゆ、スープ、カレー
等の商品が好調に推移している。米が新米から大幅値上げしており、米離れが心配である。インボイス制度への対応
でコストがかかった。取引企業の多くが対応済だが、一部未対応の企業がある。」（飲食料品小売業）

サービス

「客数減、単価減、原価増、人件費増。」（飲食業）、「インボイス制度の影響は今のところ無し。物価高騰の影響はある
が商品によってはやや安くなったものもあり、以前に比べたらやや安くなって来たと感じる。」（飲食業）、「人員を少
しずつ増やしているが、利益確保まで行かない。」（一般乗用旅客自動車運送業）、「一般消費財については大きな変動
なし、工業製品についてはコロナ補助金の減少により販売も減少している。燃料費と人件費の高騰の影響がかなりあ
る。」（一般貨物自動車運送業）、「建築物件が多い。鉄骨の運搬も増加した。」（一般貨物自動車運送業）、「需要がやや
増加している。」（宿泊業）、「顧客に年金生活者が多く、料金値上げしにくい。」（理容業）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和５年７～９月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

10月期

10 月 期
小規模事業者（常時使用する従業員数が「商業・サービス業(宿泊業、娯楽業を除く)」の場合5人以下、それ以外の業種の
場合20人以下である事業者）等が経営計画を自ら策定し、商工会議所の支援を受けながら取り組む販路開拓等の取組を
支援します。 
補助額：上限50～200万円 補助率：２／３※1　補助対象：チラシ作成、広告掲載、店舗改装など

■賃金引上げ枠：事業場内最低賃金を地域別最低賃金より＋30円以上（既に達成している場合は、現在支給している、事業場
内最低賃金より＋30円以上）とした事業者。また、本枠を申請する事業者のうち業績が赤字の事業者は、補助率を３／４へ引
き上げると共に加点による優先採択を実施

■後継者支援枠：将来的に事業承継を行う予定があり、新たな取組を行う後継者候補としてアトツギ甲子園のファイナリストに
なった事業者

※2 インボイス特例：2021年9月30日から2023年9月30日の属する課税期間で一度でも免税事業者であった、または免税事
業者であることが見込まれる事業者のうち、インボイス発行事業者に登録した事業者に対して補助上限額を一律50万円上乗せ

■創業枠：産業競争力強化法に基づく認定市区町村や認定連携創業支援等事業者が実施した「特定創業支援等事業」による支
援を過去３か年の間に受け、かつ、過去３か年の間に開業した事業者

■卒業枠：常時使用する従業員を増やし、小規模事業者の従業員数を超えて規模を拡大する事業者

 「小規模事業者持続化補助金（第14回）」 申請受付中です
販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

第14回：12月12日（火）、 第15回：2024年2月下旬

jGrantsによる電子申請／郵送による申請 ※電子申請に必要なGビズIDプライム
アカウントの発行には、一定の期間がかかりますので、 電子申請をお考えの方は、
先にアカウントを発行することをお勧めします。

jGrants ネットで簡単！
補助金申請 | jGrants
(jgrants-portal.go.jp)

お申込み・お問合せ先 経営支援課まで TEL 25－3710・FAX 23－1144

出雲ブランド商品
ホームページ

令和5年度

出雲ブランド商品募集
出雲から全国、さらには世界へ！

オンリーワン・ナンバーワンの商品を募集します
制度概要

募集期間

申請先・お問い合わせ先

詳しくは

商品の販路拡大及び「出雲」の認知度やイメージをさらに高めることを目的
に、全国さらには世界で通用するに値する商品を「独自性・優位性」「発展
性」「信頼性・安全性」の視点で審査し、「出雲ブランド商品」として市が認定
する制度です。

令和5年

〒693-8530  出雲市今市町70番地

TEL 0853-21-6541   FAX 0853-21-6838
出雲市役所  商工振興部  商工振興課

募集要項などの詳細は、ホームページをご覧ください。
ホームページ https://www.izumo-brand.jp/

11月1日（水）～12月15日（金）

相談所コーナー中小企業中小企業

いけないの？　ぼくはピンクが好きなんだ！
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

類型 通常枠
特   別   枠

賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠

補助率 ２／３ ２／３ 
※1（赤字事業者は３／４） ２／３

補助上限 50万円 200万円

インボイス特例 50万円 
※2　インボイス特例の要件を満たす場合は、上記補助上限額に50万円を上乗せ

2023.11
11 出雲商工会議所報
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業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス

項 目

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
10月期調査では、建設業の売上高と採算が３か月予測で「やや好転」、製造業の売上高が前月比で「やや好転」、卸売業の売上高
が前月比で「かなり悪化」、さらに前年同月比と３か月予測で「やや悪化」、同じく卸売業の採算と業況はすべての比較期間で「やや悪
化」となりました。
10月から開始のインボイス制度の影響については、すでに多くの業種で事務負担が増大しており、なかには人件費もあわせて増加し
ているといった声も寄せられました。一方でインボイス制度の影響がまだ出ていない、対応について手探り状態であるといった声も聞
かれており、今後も事務負担増加等の問題の顕在化が懸念されます。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設

「2024 年 4 月から建設業でも適用される働き方改革について、早い段階での対策が必要である。公共工事については 4
週 8 休が浸透しており、時間外労働や休日出勤についてかなり改善されている一方、民間工事では顧客の納期などに
より対策がなかなか進まない。インボイス制度により取引先の登録番号取得状況の確認や、社内での制度の把握と会
社としての方針のすり合わせなど、経理担当だけでなく、様々な社員に影響がある。」（一般土木建築工事業）、「公共
工事、民間工事共に工事件数が少なく、低調が続いている。インボイス制度の影響はまだ感じていない。引き続き材
料の値上げが生じている。」（設備工事業）、「需要がやや増加している。」（総合工事業）

製 造

「売上の増加以上に野菜の仕入値が高く、原菜も悪く大変だった。受注は増加しており秋野菜の地元の物が増えてくれ
ば採算は好転していくと思う。」（食品製造業）、「原料（生地）工場の廃業が多く、生産予定があっても生地の納入遅
れが目立つ。その影響で納期と生地のバランスが悪く、ロスが増えつつある。事務系の仕事がインボイス制度・電子
帳簿保存法等に伴い激化しているため、これに伴う人件費の増大、また経費の激増も合わさって、会社の採算性が悪
くなっている。」（衣服製造業）、「引続き仕入・調達品等の値上がりが月単位で続いており、価格転嫁とのタイムラグ
が生じ採算性の改善には至ってはいない。インボイス制度・電子帳簿保存法等の開始が相次ぎ小規模零細事業者にとっ
ては手探り状態である。」（機械製造業）、「原材料が高止まりの状況である。インボイス制度の影響は特にない。」（コ
ンクリート製品製造業）、「自動車は年計通り。油圧・建機・農機は中国市場の低迷により鈍化している。物流 2024 年
問題による輸送費のアップについて、今後客先と協議する必要がある。」（部品製造業）

卸 売
「仕入品の価格が上昇している。」（水産物卸売業）、「9月は天候不順の影響で生育が停滞し、野菜全般に品薄となり単
価高となった。果実は夏場の猛暑の影響で、品質低下や日焼け果が見られ、特にシャインマスカット、柿類、リンゴ
類で出荷が減少した。9月よりインボイス制度にかかる弊社のシステム変更に伴う事務処理（帳票類の表示変更、メー
ル送付等）が順調に進まず、事務負担が増加した。」（農畜産物卸売業）

小 売

「加工食品は比較的好調であった。衣料は客数大幅減少により売上が減少した。生鮮品（特に牛肉）は昨年比で 90％程
度の売上であった。」（各種商品小売業）、「インボイス制度については、直接の影響は少ないが、事務手続等が一部煩
雑になっている。」（各種商品小売業）、「イベントが復活しており、イベント商品が動いている。鍋つゆ、スープ、カレー
等の商品が好調に推移している。米が新米から大幅値上げしており、米離れが心配である。インボイス制度への対応
でコストがかかった。取引企業の多くが対応済だが、一部未対応の企業がある。」（飲食料品小売業）

サービス

「客数減、単価減、原価増、人件費増。」（飲食業）、「インボイス制度の影響は今のところ無し。物価高騰の影響はある
が商品によってはやや安くなったものもあり、以前に比べたらやや安くなって来たと感じる。」（飲食業）、「人員を少
しずつ増やしているが、利益確保まで行かない。」（一般乗用旅客自動車運送業）、「一般消費財については大きな変動
なし、工業製品についてはコロナ補助金の減少により販売も減少している。燃料費と人件費の高騰の影響がかなりあ
る。」（一般貨物自動車運送業）、「建築物件が多い。鉄骨の運搬も増加した。」（一般貨物自動車運送業）、「需要がやや
増加している。」（宿泊業）、「顧客に年金生活者が多く、料金値上げしにくい。」（理容業）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和５年７～９月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

10月期

10 月 期
小規模事業者（常時使用する従業員数が「商業・サービス業(宿泊業、娯楽業を除く)」の場合5人以下、それ以外の業種の
場合20人以下である事業者）等が経営計画を自ら策定し、商工会議所の支援を受けながら取り組む販路開拓等の取組を
支援します。 
補助額：上限50～200万円 補助率：２／３※1　補助対象：チラシ作成、広告掲載、店舗改装など

■賃金引上げ枠：事業場内最低賃金を地域別最低賃金より＋30円以上（既に達成している場合は、現在支給している、事業場
内最低賃金より＋30円以上）とした事業者。また、本枠を申請する事業者のうち業績が赤字の事業者は、補助率を３／４へ引
き上げると共に加点による優先採択を実施

■後継者支援枠：将来的に事業承継を行う予定があり、新たな取組を行う後継者候補としてアトツギ甲子園のファイナリストに
なった事業者

※2 インボイス特例：2021年9月30日から2023年9月30日の属する課税期間で一度でも免税事業者であった、または免税事
業者であることが見込まれる事業者のうち、インボイス発行事業者に登録した事業者に対して補助上限額を一律50万円上乗せ

■創業枠：産業競争力強化法に基づく認定市区町村や認定連携創業支援等事業者が実施した「特定創業支援等事業」による支
援を過去３か年の間に受け、かつ、過去３か年の間に開業した事業者

■卒業枠：常時使用する従業員を増やし、小規模事業者の従業員数を超えて規模を拡大する事業者

 「小規模事業者持続化補助金（第14回）」 申請受付中です
販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

第14回：12月12日（火）、 第15回：2024年2月下旬

jGrantsによる電子申請／郵送による申請 ※電子申請に必要なGビズIDプライム
アカウントの発行には、一定の期間がかかりますので、 電子申請をお考えの方は、
先にアカウントを発行することをお勧めします。

jGrants ネットで簡単！
補助金申請 | jGrants
(jgrants-portal.go.jp)

お申込み・お問合せ先 経営支援課まで TEL 25－3710・FAX 23－1144

出雲ブランド商品
ホームページ

令和5年度

出雲ブランド商品募集
出雲から全国、さらには世界へ！

オンリーワン・ナンバーワンの商品を募集します
制度概要

募集期間

申請先・お問い合わせ先

詳しくは

商品の販路拡大及び「出雲」の認知度やイメージをさらに高めることを目的
に、全国さらには世界で通用するに値する商品を「独自性・優位性」「発展
性」「信頼性・安全性」の視点で審査し、「出雲ブランド商品」として市が認定
する制度です。

令和5年

〒693-8530  出雲市今市町70番地

TEL 0853-21-6541   FAX 0853-21-6838
出雲市役所  商工振興部  商工振興課

募集要項などの詳細は、ホームページをご覧ください。
ホームページ https://www.izumo-brand.jp/

11月1日（水）～12月15日（金）

相談所コーナー中小企業中小企業

いけないの？　ぼくはピンクが好きなんだ！
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

類型 通常枠
特   別   枠

賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠

補助率 ２／３ ２／３ 
※1（赤字事業者は３／４） ２／３

補助上限 50万円 200万円

インボイス特例 50万円 
※2　インボイス特例の要件を満たす場合は、上記補助上限額に50万円を上乗せ

2023.11
11 出雲商工会議所報
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先
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雲
保
健
所 

健
康
増
進
課

★
４
人
中
３
人
が
後
悔
し
て
い
る
⁉

　
最
近
、
歯
科
健
診
を
受
け
た
り
、
歯
科

医
院
に
行
き
ま
し
た
か
？

　
あ
る
調
査
（
全
国
の
15
～
79
歳
、
約

１
万
人
対
象
）
で
は
、
４
人
に
３
人
が

「
も
っ
と
早
く
か
ら
歯
の
健
診
・
治
療
を

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
一
つ
で
も
後
悔
を
な
く
す
た
め
に
、
こ

の
機
会
に
自
分
の
お
口
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
！

★
全
身
の
健
康
は
お
口
か
ら

　
今
、
自
分
の
歯
が
何
本
あ
る
か
知
っ
て

い
ま
す
か
？ 

　
永
久
歯
は
通
常
28
本
（
親
知
ら
ず
が
全

て
生
え
て
い
れ
ば
32
本
）
あ
り
ま
す
。

　
歯
を
失
う
原
因
の
第
１
位
は
歯
周
病
で

す
。
初
期
の
歯
周
病
で
は
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
く
、
痛
み
や
出
血
な
ど
が
出

て
き
た
時
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
歯
を
失
っ
て
口

腔
内
の
状
況
が
悪
く
な
る

と
、
食
べ
物
が
噛
み
に
く
く
食
事
が
偏
る

た
め
、
栄
養
状
態
の
悪
化
や
筋
力
低
下
等

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
）。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
は

全
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。も
し
歯
を
失
っ
て
も
、入
れ
歯
を
使
っ

た
り
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
で

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
禁
煙
や
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
も
健
康
な
お
口
を
守
る
た
め
に
は
重

要
で
す
。

★
お
口
の
状
態
をチ

ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

□ 

歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

□ 

歯
ぐ
き
か
ら
出
血
す
る
こ
と
が
あ
る

□ 

口
が
臭
う
（
口
臭
が
あ
る
）

□ 

歯
ぐ
き
か
ら
膿
が
で
る
こ
と
が
あ
る

□ 

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
挟
ま
る

□ 

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
（
動
く
）

　
一
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク

が
あ
っ
た
場
合
は
歯
周

病
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
早
め
に
歯
科
医
院

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

 

★
歯
と
お
口
の
ケ
ア
は
セ
ル
フ
ケ
ア
と

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
が
鍵
‼

セ
ル
フ
ケ
ア
（
毎
日
自
分
で
行
う
ケ
ア
）

　
む
し
歯
予
防
も
歯
周
病
予
防
も
、
重
要

な
の
は
毎
日
の
歯
み
が
き
で
す
。
正
し
い

方
法
で
、
食
後
に
丁
寧
な
歯
み
が
き
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
隙
間
ま
で
十
分
に

届
か
な
い
た
め
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
も
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
歯
垢
が
残
り
や
す
い
場
所
に
注
意
！

 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア

（
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な
ケ
ア
）

　
次
に
重
要
な
の
は
、
歯
科
医
院
で
の
歯

科
健
診
と
専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
で
す
。

　
痛
み
や
気
に
な
る
こ
と
が
な
く
て
も
、

か
か
り
つ
け
歯
科
で
半
年
か
ら
１
年
に
１

回
は
歯
科
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
歯
と

口
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
11
月
８
日
は„
い
い
歯＂
の
日
」

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2023.11
12出雲商工会議所報

青年部

女性会

青年部・女性会だより

（
佐
藤
化
粧
品
）

　９
月
29
日
㈮
、
出
雲
市
多
伎
町
の
Ｇ
Ａ

Ｒ
Ｂ  

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

　Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｏ
で
観
月
会
を
開
催
し
、
会
員

25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　夕
日
が
西
の
空
に
沈
む
頃
、
会
場
に
到

着
し
、
マ
ス
ク
な
し
で
久
し
ぶ
り
に
会
い
、

昔
話
や
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

や
が
て
空
が
暗
く
な
り
、
中
秋
の
名
月
が

姿
を
現
し
ま
し
た
。

　皆
様
と
語
ら
い
、
自
然
の
美
し
さ
に
触

れ
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
も
ま
た
観
月
会
に
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

GARB CLIFF TERRACE Izumo にて記念撮影

理
事

佐
藤

　聖乃

中
秋
の
名
月
を
楽
し
む

（
サ
ス
ケ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

　10
月
７
・
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
夢
フ

ェ
ス
タ
in
い
ず
も
」
に
、
女
性
会
と
し
て
、

８
日
㈰
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
会
員
で
品
物
を

持
ち
寄
り
販
売
し
、
お
客
様
に
と
て
も
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
は
須
佐
小
学
校
の
木
色
校
長

先
生
に｢

風
丸
は
か
せ
の
お
も
し
ろ
ビ
ッ

ク
リ
実
験
シ
ョ
ー｣

と
題
し
、
風
と
熱
の

不
思
議
な
力
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
、
街
の
賑

わ
い
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

フリーマーケットの様子

監
事

板
倉

　智江

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ス
テ
ー
ジ
で
盛
況

「守りたい」　行動無しでは　守れない
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

青年部 新入会員を大募集中!!青年部 新入会員を大募集中!!
出雲商工会議所青年部では、共に出雲の商工業を盛り上げていく仲間を募集しています。
青年経済人としてのスキルを向上させて業績アップを図りながら、出雲を元気にしていきましょう！

出雲商工会議所青年部とは？
次代の地域経済を担う後継者の相互研鑽の場として、また、青年経済人
として資質の向上と会員相互の交流を通じ、自社企業の発展と豊かな
地域経済社会を築くことを目的として出雲商工会議所に設置された組
織です。

入 会 資 格
出雲商工会議所会員事業所であって入会時45歳未満の次の方
  ・事業所の経営者、後継者、経営幹部
  ・事業所の代表者の推薦のある方

出雲商工会議所青年部 Ｑ ＆Ａ
Ｑ．どのような活動を行っていますか？

Ｑ．女性も入会できますか？

Ｑ．ものすごくお金がかかるのでは？

Ａ．・資質向上を目指した研修事業の開催
・会員及び他団体との交流事業の開催
・企業視察研修
・地域活性化事業の開催
・次世代への啓発事業の開催
・総会、例会の開催
・各種会議や大会への参加等

Ｑ．入会のメリットは？

Ｑ．どれくらいの人がいますか？

Ｑ．会合は月にどの程度ありますか？

Ａ．・経営者としての資質向上
・同業種及び異業種間での情報交換
・仕事に役立つ人脈づくり
・ビジネスチャンスの拡大等

Ａ．現在、出雲商工会議所青年部には78名が在籍しており、ＯＢ会
員の先輩方も多くいらっしゃいます。

Ａ．会合の種類としては、全会員を対象とした総会や例会、また配属
される委員会などがあります。月や年度によって多少変動はあり
ますが、平均して月に１回から３回程度です。

Ａ．もちろん大歓迎です。出雲商工会議所青年部では、女性会員も
積極的に参加されています。

Ａ．年会費５万円の他に懇親会の飲食代などの費用がかかる会議や
事業もありますが、これらへの出席は任意です。

お問い 合せ先
経営支援課 ☎25-3710

2023.11
13 出雲商工会議所報
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★
４
人
中
３
人
が
後
悔
し
て
い
る
⁉

　
最
近
、
歯
科
健
診
を
受
け
た
り
、
歯
科

医
院
に
行
き
ま
し
た
か
？

　
あ
る
調
査
（
全
国
の
15
～
79
歳
、
約

１
万
人
対
象
）
で
は
、
４
人
に
３
人
が

「
も
っ
と
早
く
か
ら
歯
の
健
診
・
治
療
を

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
一
つ
で
も
後
悔
を
な
く
す
た
め
に
、
こ

の
機
会
に
自
分
の
お
口
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
！

★
全
身
の
健
康
は
お
口
か
ら

　
今
、
自
分
の
歯
が
何
本
あ
る
か
知
っ
て

い
ま
す
か
？ 

　
永
久
歯
は
通
常
28
本
（
親
知
ら
ず
が
全

て
生
え
て
い
れ
ば
32
本
）
あ
り
ま
す
。

　
歯
を
失
う
原
因
の
第
１
位
は
歯
周
病
で

す
。
初
期
の
歯
周
病
で
は
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
く
、
痛
み
や
出
血
な
ど
が
出

て
き
た
時
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
歯
を
失
っ
て
口

腔
内
の
状
況
が
悪
く
な
る

と
、
食
べ
物
が
噛
み
に
く
く
食
事
が
偏
る

た
め
、
栄
養
状
態
の
悪
化
や
筋
力
低
下
等

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
）。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
は

全
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。も
し
歯
を
失
っ
て
も
、入
れ
歯
を
使
っ

た
り
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
で

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
禁
煙
や
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
も
健
康
な
お
口
を
守
る
た
め
に
は
重

要
で
す
。

★
お
口
の
状
態
をチ

ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

□ 

歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

□ 

歯
ぐ
き
か
ら
出
血
す
る
こ
と
が
あ
る

□ 

口
が
臭
う
（
口
臭
が
あ
る
）

□ 

歯
ぐ
き
か
ら
膿
が
で
る
こ
と
が
あ
る

□ 

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
挟
ま
る

□ 

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
（
動
く
）

　
一
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク

が
あ
っ
た
場
合
は
歯
周

病
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
早
め
に
歯
科
医
院

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

 

★
歯
と
お
口
の
ケ
ア
は
セ
ル
フ
ケ
ア
と

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
が
鍵
‼

セ
ル
フ
ケ
ア
（
毎
日
自
分
で
行
う
ケ
ア
）

　
む
し
歯
予
防
も
歯
周
病
予
防
も
、
重
要

な
の
は
毎
日
の
歯
み
が
き
で
す
。
正
し
い

方
法
で
、
食
後
に
丁
寧
な
歯
み
が
き
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
隙
間
ま
で
十
分
に

届
か
な
い
た
め
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
も
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
歯
垢
が
残
り
や
す
い
場
所
に
注
意
！

 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア

（
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な
ケ
ア
）

　
次
に
重
要
な
の
は
、
歯
科
医
院
で
の
歯

科
健
診
と
専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
で
す
。

　
痛
み
や
気
に
な
る
こ
と
が
な
く
て
も
、

か
か
り
つ
け
歯
科
で
半
年
か
ら
１
年
に
１

回
は
歯
科
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
歯
と

口
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
11
月
８
日
は„
い
い
歯＂
の
日
」

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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青年部

女性会

青年部・女性会だより

（
佐
藤
化
粧
品
）

　９
月
29
日
㈮
、
出
雲
市
多
伎
町
の
Ｇ
Ａ

Ｒ
Ｂ  

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

　Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｏ
で
観
月
会
を
開
催
し
、
会
員

25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　夕
日
が
西
の
空
に
沈
む
頃
、
会
場
に
到

着
し
、
マ
ス
ク
な
し
で
久
し
ぶ
り
に
会
い
、

昔
話
や
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

や
が
て
空
が
暗
く
な
り
、
中
秋
の
名
月
が

姿
を
現
し
ま
し
た
。

　皆
様
と
語
ら
い
、
自
然
の
美
し
さ
に
触

れ
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
も
ま
た
観
月
会
に
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

GARB CLIFF TERRACE Izumo にて記念撮影

理
事

佐
藤

　聖乃

中
秋
の
名
月
を
楽
し
む

（
サ
ス
ケ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

　10
月
７
・
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
夢
フ

ェ
ス
タ
in
い
ず
も
」
に
、
女
性
会
と
し
て
、

８
日
㈰
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
会
員
で
品
物
を

持
ち
寄
り
販
売
し
、
お
客
様
に
と
て
も
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
は
須
佐
小
学
校
の
木
色
校
長

先
生
に｢

風
丸
は
か
せ
の
お
も
し
ろ
ビ
ッ

ク
リ
実
験
シ
ョ
ー｣

と
題
し
、
風
と
熱
の

不
思
議
な
力
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
、
街
の
賑

わ
い
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

フリーマーケットの様子

監
事

板
倉

　智江

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ス
テ
ー
ジ
で
盛
況

「守りたい」　行動無しでは　守れない
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

青年部 新入会員を大募集中!!青年部 新入会員を大募集中!!
出雲商工会議所青年部では、共に出雲の商工業を盛り上げていく仲間を募集しています。
青年経済人としてのスキルを向上させて業績アップを図りながら、出雲を元気にしていきましょう！

出雲商工会議所青年部とは？
次代の地域経済を担う後継者の相互研鑽の場として、また、青年経済人
として資質の向上と会員相互の交流を通じ、自社企業の発展と豊かな
地域経済社会を築くことを目的として出雲商工会議所に設置された組
織です。

入 会 資 格
出雲商工会議所会員事業所であって入会時45歳未満の次の方
  ・事業所の経営者、後継者、経営幹部
  ・事業所の代表者の推薦のある方

出雲商工会議所青年部 Ｑ ＆Ａ
Ｑ．どのような活動を行っていますか？

Ｑ．女性も入会できますか？

Ｑ．ものすごくお金がかかるのでは？

Ａ．・資質向上を目指した研修事業の開催
・会員及び他団体との交流事業の開催
・企業視察研修
・地域活性化事業の開催
・次世代への啓発事業の開催
・総会、例会の開催
・各種会議や大会への参加等

Ｑ．入会のメリットは？

Ｑ．どれくらいの人がいますか？

Ｑ．会合は月にどの程度ありますか？

Ａ．・経営者としての資質向上
・同業種及び異業種間での情報交換
・仕事に役立つ人脈づくり
・ビジネスチャンスの拡大等

Ａ．現在、出雲商工会議所青年部には78名が在籍しており、ＯＢ会
員の先輩方も多くいらっしゃいます。

Ａ．会合の種類としては、全会員を対象とした総会や例会、また配属
される委員会などがあります。月や年度によって多少変動はあり
ますが、平均して月に１回から３回程度です。

Ａ．もちろん大歓迎です。出雲商工会議所青年部では、女性会員も
積極的に参加されています。

Ａ．年会費５万円の他に懇親会の飲食代などの費用がかかる会議や
事業もありますが、これらへの出席は任意です。

お問い 合せ先
経営支援課 ☎25-3710

2023.11
13 出雲商工会議所報



《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

《順不同・敬称略》

会員の異動

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

事業所名 代表者名 営業内容

所在地 TEL 部会

さかもと税理士事務所 坂本　圭二 税理士

上塩冶町 1760-5 070-9136-8277 情報サービス部会

美容×整体 Sui 森山　奈津美 整体による施術

大津町 2121-27 090-9747-9406 サービス部会

スナック SIRIUS 宮田　樹 飲食店

今市町 929-2 090-5129-2227 食品観光サービス部会

板倉庸介一級建築士事務所 板倉　庸介 建築設計、心理カウンセラー・ライフコーチ

小山町 234-18 090-2808-9571 建設産業部会

㈱えすみ 和田　豊 事務用品、事務用備品販売

雲南市木次町下熊谷 1545-3 0854-42-0711 商業部会

旬菜　手まり 澤野　千春 弁当販売

塩冶神前 2-7-10 33-9117 食品観光サービス部会

変更箇所 事業所名 新 旧

代 表 者 フジキコーポレーション㈱
出雲店 森山　勝 岸　哲也

電 話 番 号
㈱エイシン

43-8028 43-0238
FAX 番 号 43-8029 登録なし
電 話 番 号

㈲ヒロ
080-6321-0956 23-0470

FAX 番 号 77-6358 23-0471
代 表 者 ㈱日産サティオ島根出雲店 板垣　賢之 安達　比呂志
代 表 者 ㈱中央ビルサービス 高橋　ひとみ 高橋　一幸
代 表 者 東洋証券㈱出雲支店 小笠原　邦浩 清水　満昭
代 表 者 ㈲勝部組 照喜名　勉 勝部　薫
代 表 者 ㈲山陰中央新報出雲西部専売店 勝部　託史 勝部　径司
代 表 者 ㈲スミカワ 福間　千秋 澄川　達夫
代 表 者 ㈱出雲高等自動車教習所 杉原　俊介 万代　敏治
代 表 者 ㈲一幸建設工業 柳楽　浩史 柳楽　邦雄
代 表 者 ㈱フォーシンク 毛利　一 加藤　圭吾
代 表 者 ㈱中電工出雲営業所 岩﨑　基浩 岡　幸太郎
代 表 者 ㈲ユウデン 鳥屋尾　慎二 久家　一雄

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2023.11
14出雲商工会議所報

社会福祉法人おおつか福祉会
代 表 者：萬代　輝正
営業内容：社会福祉事業
住　　所：693-0058　出雲市矢野町845番地
T E L：0853-25-8038
F　A　X：0853-24-7823
E -ma i l：mokumokuhonbu@arion.ocn.ne.jp
H　　  P：https://www.otuka-wel.jp/

人と地域を元気にする

スイッチを押そう！！

一
言

法人理念に「CHALLENGE to MISSION」
を掲げ、子どもから高齢者まで続く福祉の道
笑顔の連鎖をここから起こしていきます。

一
言

モダンなシステム開発技術を用いて
最適なシステムを提案します。

金絲雀
カナリア

代 表 者：旭爪　真愛
営業内容：パン・焼き菓子販売
住　　所：〒693-0001　出雲市今市町新町743-19 1F
T E L：0853-27-9078
営業時間：7:00～17:00（最終焼きあがり14時、無くなり次第閉店）
定 休 日：水曜・不定休有
E -ma i l：kanaria_bake@clock.ocn.ne.jp

一
言

オープンキッチンで焼いているパンと焼き
菓子を販売します。時間別で焼きあがる
商品が違うので、何時に来ても楽しめる
お店にしたいです。

焼きたてのパンと焼き菓子の
販売

ハンドセラピーRISA
代 表 者：出川　知恵子
営業内容：リンパマッサージ、占い
住　　所：〒693-0012　出雲市大津新崎町1-56-1
　　　　　フォレストビル１Ｆ 101
T E L：090-7595-5944

一
言

痛くないけどよく効く、体に優しいリンパ
マッサージです。
人一倍温かい手で優しく丁寧にお客様に
合わせた施術をします。

体ほぐし＆癒しサロン

人一倍温かい手でリンパ流
し

ご加入ありがとうございます!新入会員さん

未来を担うエンジニアスキ
ル

株式会社Donatello
代 表 者：吉岡　祐太
営業内容：システム開発
住　　所：〒693-0073　出雲市西林木町10-3
T E L：0853-23-2500
H　　  P：https://donatello.jp/

人の思い　見えないからこそ　考えよう
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

2023.11
15 出雲商工会議所報



《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

《順不同・敬称略》

会員の異動

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

事業所名 代表者名 営業内容

所在地 TEL 部会

さかもと税理士事務所 坂本　圭二 税理士

上塩冶町 1760-5 070-9136-8277 情報サービス部会

美容×整体 Sui 森山　奈津美 整体による施術

大津町 2121-27 090-9747-9406 サービス部会

スナック SIRIUS 宮田　樹 飲食店

今市町 929-2 090-5129-2227 食品観光サービス部会

板倉庸介一級建築士事務所 板倉　庸介 建築設計、心理カウンセラー・ライフコーチ

小山町 234-18 090-2808-9571 建設産業部会

㈱えすみ 和田　豊 事務用品、事務用備品販売

雲南市木次町下熊谷 1545-3 0854-42-0711 商業部会

旬菜　手まり 澤野　千春 弁当販売

塩冶神前 2-7-10 33-9117 食品観光サービス部会

変更箇所 事業所名 新 旧

代 表 者 フジキコーポレーション㈱
出雲店 森山　勝 岸　哲也

電 話 番 号
㈱エイシン

43-8028 43-0238
FAX 番 号 43-8029 登録なし
電 話 番 号

㈲ヒロ
080-6321-0956 23-0470

FAX 番 号 77-6358 23-0471
代 表 者 ㈱日産サティオ島根出雲店 板垣　賢之 安達　比呂志
代 表 者 ㈱中央ビルサービス 高橋　ひとみ 高橋　一幸
代 表 者 東洋証券㈱出雲支店 小笠原　邦浩 清水　満昭
代 表 者 ㈲勝部組 照喜名　勉 勝部　薫
代 表 者 ㈲山陰中央新報出雲西部専売店 勝部　託史 勝部　径司
代 表 者 ㈲スミカワ 福間　千秋 澄川　達夫
代 表 者 ㈱出雲高等自動車教習所 杉原　俊介 万代　敏治
代 表 者 ㈲一幸建設工業 柳楽　浩史 柳楽　邦雄
代 表 者 ㈱フォーシンク 毛利　一 加藤　圭吾
代 表 者 ㈱中電工出雲営業所 岩﨑　基浩 岡　幸太郎
代 表 者 ㈲ユウデン 鳥屋尾　慎二 久家　一雄

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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社会福祉法人おおつか福祉会
代 表 者：萬代　輝正
営業内容：社会福祉事業
住　　所：693-0058　出雲市矢野町845番地
T E L：0853-25-8038
F　A　X：0853-24-7823
E -ma i l：mokumokuhonbu@arion.ocn.ne.jp
H　　  P：https://www.otuka-wel.jp/

人と地域を元気にする

スイッチを押そう！！

一
言

法人理念に「CHALLENGE to MISSION」
を掲げ、子どもから高齢者まで続く福祉の道
笑顔の連鎖をここから起こしていきます。

一
言

モダンなシステム開発技術を用いて
最適なシステムを提案します。

金絲雀
カナリア

代 表 者：旭爪　真愛
営業内容：パン・焼き菓子販売
住　　所：〒693-0001　出雲市今市町新町743-19 1F
T E L：0853-27-9078
営業時間：7:00～17:00（最終焼きあがり14時、無くなり次第閉店）
定 休 日：水曜・不定休有
E -ma i l：kanaria_bake@clock.ocn.ne.jp

一
言

オープンキッチンで焼いているパンと焼き
菓子を販売します。時間別で焼きあがる
商品が違うので、何時に来ても楽しめる
お店にしたいです。

焼きたてのパンと焼き菓子の
販売

ハンドセラピーRISA
代 表 者：出川　知恵子
営業内容：リンパマッサージ、占い
住　　所：〒693-0012　出雲市大津新崎町1-56-1
　　　　　フォレストビル１Ｆ 101
T E L：090-7595-5944

一
言

痛くないけどよく効く、体に優しいリンパ
マッサージです。
人一倍温かい手で優しく丁寧にお客様に
合わせた施術をします。

体ほぐし＆癒しサロン

人一倍温かい手でリンパ流
し

ご加入ありがとうございます!新入会員さん

未来を担うエンジニアスキ
ル

株式会社Donatello
代 表 者：吉岡　祐太
営業内容：システム開発
住　　所：〒693-0073　出雲市西林木町10-3
T E L：0853-23-2500
H　　  P：https://donatello.jp/

人の思い　見えないからこそ　考えよう
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

2023.11
15 出雲商工会議所報



　年末
調
整
は
、1
年
を
通
じ
て
勤
務
し

て
い
る
人
や
年
の
途
中
で
就
職
し
年
末
ま

で
勤
務
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
行
い
ま
す
が
、

1
年
間
の
主
た
る
給
与
の
収
入
金
額
が

2
，0
0
0
万
円
を
超
え
る
人
や
2
か
所

以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
る
人
で
他

の
給
与
の
支
払
者
に
扶
養
控
除
等
申
告
書

を
提
出
し
て
い
る
人
な
ど
は
年
末
調
整
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。（
1
か
所
か
ら
給

与
の
支
払
を
受
け
る
人
で
、年
末
調
整
を

行
う
時
ま
で
に
、そ
の
給
与
の
支
払
者
に
扶

養
控
除
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人

に
つ
い
て
は
、こ
の
申
告
書
を
提
出
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。）

　年末
調
整
に
お
い
て
、各
種
の
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
次
の
申
告
書
が
必
要
で
あ

り
、②
か
ら
④
ま
で
の
様
式
は
兼
用
様
式

と
な
っ
て
い
ま
す
。①「
扶
養
控
除
等（
異

動
）申
告
書
」②「
基
礎
控
除
申
告
書
」③

「
配
偶
者
控
除
等
申
告
書
」④「
所
得
金
額

調
整
控
除
申
告
書
」⑤「
保
険
料
控
除
申
告

書
」⑥「（
特
定
増
改
築
等
）住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
申
告
書
」

　また
、年
末
調
整
は
次
の
手
順
で
行
い
ま

す
。

·
給
与
と
徴
収
税
額
の
集
計

·
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
等
の
金
額
の

　計算

·
課
税
給
与
所
得
金
額
の
計
算

·
年
調
年
税
額
の
計
算

·
過
不
足
税
額
の
精
算

　今ま
で
の
年
末
調
整
は
、保
険
会
社
な
ど

が
発
行
す
る
証
明
書
な
ど
を
基
に
給
与
所

得
者（
従
業
員
）が
各
種
申
告
書
を
記
入
し

て
給
与
の
支
払
者（
勤
務
先
）に
提
出
し
、勤

務
先
が
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
計
算
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。年
末
調
整
の
電
子
化
に
よ
り
、

従
業
員
が
年
末
調
整
に
関
す
る
各
種
申
告

書
及
び
控
除
証
明
書
等
を
デ
ー
タ
に
よ
り
勤

務
先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。年
末

調
整
の
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、勤
務
先

に
と
っ
て
は
、申
告
書
様
式
の
入
手
や
配
布
が

不
要
に
な
り
、従
業
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
申

告
書
の
控
除
額
や
添
付
書
類
の
確
認
作
業

糸賀　巧
重本税理士事務所

税理士

が
削
減
さ
れ
ま
す
。ま
た
、従
業
員
に
と
っ

て
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
控
除

証
明
書
を
1
回
の
操
作
で
ま
と
め
て
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、申
告
書

の
控
除
額
が
ソ
フ
ト
で
自
動
計
算
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　　扶養
控
除
の
対
象
と
な
る
非
居
住
者
で

あ
る
扶
養
親
族
の
範
囲
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、令
和
5
年
1
月
か
ら
は
次
に
掲
げ
る

人
と
さ
れ
ま
し
た
。

·
年
齢
16
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人

·
年
齢
70
歳
以
上
の
人

·
年
齢
30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
の
う
ち
、

留
学
生
、障
害
者
、そ
の
年
に
お
い
て
生
活

費
又
は
教
育
費
に
充
て
る
た
め
に
38
万
円

以
上
の
送
金
を
受
け
て
い
る
人

Profile

1975年　出雲市生まれ
1993年　大社高等学校卒業
1997年　慶應義塾大学商学部卒業
2000年　関西学院大学商学研究科修了

　年末
調
整
と
は
、毎
月
の
給
与
や
賞
与
を
支
払
う
際
に
徴
収
し
た
源
泉
徴
収
税
額
と
、

そ
の
給
与
等
の
支
払
を
受
け
た
人
が
1
年
間
に
納
め
る
べ
き
税
額
を
比
較
し
て
過
不
足
税

額
を
求
め
、そ
の
差
額
を
徴
収
又
は
還
付
し
て
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。今
回
は
、年
末
調

整
の
要
点
を
確
認
し
、令
和
5
年
の
改
正
項
目
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

いと   が      たくみ

　

 

年
末
調
整
に
つ
い
て

第4回

年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
人

0 1

年
末
調
整
の
手
順

0 2

年
末
調
整
の
電
子
化

0 3

令
和
5
年
の
改
正
項
目

0 4

  
税
理
士
が
教
え
る

　
 

「
知
っ
て
役
立
つ
税
法
知
識
」

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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これが "普通 "　誰かにとっては　それが "苦痛 "
〔第 35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

　例
え
ば
女
性
二
人
で
旅
を
計
画
。宿
泊
先

で
は
温
泉
に
エ
ス
テ
、お
し
ゃ
れ
な
カ
ク
テ
ル
を

楽
し
み
、優
雅
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
。こ
の

と
き
、団
体
客
が
バ
ス
で
や
っ
て
く
る
従
来
型
の

旅
館
は
選
択
肢
に
入
り
に
く
い
。一
人
旅
な
ら

な
お
さ
ら
だ
。

　下
呂
温
泉
の
高
台
に
建
つ「
紗
々
羅
」（
会
社

名
：
森
山
旅
館
）は
、こ
の
流
れ
と
は
一
線
を
画

し
た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
温
泉
旅
館
だ
。

　デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
内
装・く
つ
ろ
げ
る
空
間

づ
く
り
を
行
い
、個
性
あ
る
客
室
を
提
供
。２

０
１
８
年
に
改
装
し
た
和
洋
室
は
、「
和
と
洋

の
良
い
と
こ
ろ
」を
融
合
さ
せ
、新
し
い
空
間
を

提
案
し
て
い
る
。

　「
団
体
旅
行
が
主
流
だ
っ
た
20
年
前
か
ら
、

個
人
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に„
女
性
に
人
気
の
宿
“

を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
、44
室
の
う
ち
20

室
が
露
店
風
呂
付
で
あ
り
、部
屋
の
改
装
も

次
々
行
っ
て
い
ま
す
」

　事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
こ
う
語
る
の
は
、代
表

取
締
役
の
大
前
文
夫
氏
で
あ
る
。顧
客
が
喜
ぶ

姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、一
歩
先
を
行
く
ア
イ
デ
ア
を

出
し
続
け
る
。

　顧
客
満
足
度
を
高
め
て
相
応
の
宿
泊
費
を

設
定
す
る
戦
略
を
立
て
、実
現
に
向
け
Ｉ
Ｔ
も

取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。自
社
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
か
ら
の
予
約
率
向
上
と
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
た
め
だ
。

　Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、部
屋
や
料
理
の
写
真
な

ど
、同
社
な
ら
で
は
の
様
子
を
写
真
で
伝
え
、

「
こ
の
お
料
理
を
食
べ
た
い
」「
こ
の
部
屋
に
泊

ま
り
た
い
」と
感
じ
た
ら
そ
の
ま
ま
予
約
に
移

れ
る
よ
う
改
良
し
た
。

　紗
々
羅
に
は
、１
０
０
平
米
を
超
え
る
独
自

内
装
の
特
別
室
が
２
室
あ
る
が
、こ
の
部
屋
は

旅
行
代
理
店
に
は
出
さ
ず
自
社
サ
イ
ト
か
ら

の
み
受
け
付
け
て
い
る
。

　Ｉ
Ｔ
面
を
担
当
す
る
課
長
の
大
前
雅
嗣
氏

は
、「
部
屋
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
ら
れ
る
効

果
は
大
き
い
。稼
働
率
も
上
昇
し
て
き
ま
し

た
」と
手
ご
た
え
を
話
す
。

　リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
に
は
、顧
客
の
状
況

を
把
握
し
た
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
欠
か
せ

な
い
。常
に
心
が
け
て
い
る
が
、担
当
す
る
仲
居

の
記
憶
に
依
存
し
が
ち
で
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
て

い
た
。

　そ
こ
で
、ホ
テ
ル・旅
館
の
業
務
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
ク
ラ
ウ
ド
型
の
顧
客
管
理
サ
ー
ビ
ス「
神
対

応

－

ホ
テ
ル・旅
館

－

」（
ス
ペ
リ
オ
ル
社
）を
導

入
し
、顧
客
の
様
子
や
好
み
、食
事
の
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
を
一
元
管
理
し
て
共
有
。個
人
に
依

存
せ
ず
、顧
客
の
情
報
を
次
回
宿
泊
時
の
サ
ー

ビ
ス
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
初
導
入
で
あ
り
、戸
惑
い

も
あ
っ
た
と
い
う
。そ
こ
で
、い
き
な
り
仲
居
に

Ｉ
Ｔ
機
器
を
配
布
す
る
こ
と
は
せ
ず
、「
顧
客

の
情
報
を
言
葉
に
し
て
メ
モ
を
書
く
」習
慣
作

り
か
ら
始
め
た
。大
前
課
長
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
メ
モ
の
内
容
は
事
務
所
で
シ
ス
テ
ム
に
入

力
し
、そ
の
日
の
お
客
様
の
留
意
点
は
シ
ス
テ
ム

を
参
照
し
て
メ
モ
で
渡
し
て
い
ま
す
。当
初
、記

載
内
容
に
は
濃
淡
が
あ
り
ま
し
た
が
、だ
い
ぶ

慣
れ
て
き
て
、意
義
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　シ
ス
テ
ム
導
入
後
、リ
ピ
ー
タ
ー
が
着
実
に

増
加
し
て
き
た
。「
従
業
員
の
質
・
感
覚
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。や
っ
て
よ
か
っ
た
」と
大
前
社
長

は
感
想
を
話
す
。

　い
ず
れ
仲
居
自
身
が
入
力
、確
認
で
き
る
よ

う
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
導
入
す
る
予
定
だ
が
、あ
く

ま
で
も
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
使
い
、情
報
を
頭
に
入

れ
て
か
ら
接
客
し
た
い
と
の
こ
と
だ
。

　●
顧
客
側
の
変
化
を
受
け
と
め
、自
社
な
ら
で

は
の
個
性
を
打
ち
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　●
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
特
徴
を
直
接
顧
客
に
伝

え
る
場
と
な
り
ま
す
。

　●
ベ
テ
ラ
ン
の
頭
の
中
に
入
っ
て
い
る
情
報

を
言
語
化
し
、
社
内
で
共
有
す
る
仕
組
み

を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
編
集
長

石
原

　由
美
子

　アップコンパス代表。教材編集
や講師業を経て、情報処理技術者
試験の書籍編集、モバイル分野の
雑誌編集を担当した後、ＩＴ経営
マガ ジ ン「ＣＯ ＭＰＡＳＳ」
https://www.compass-it.jp/の
編集に携わる。中小企業支援機
関・支援者と連携しながら、中小企
業が主体となる等身大のＩＴ活用
をテーマに、全国の事例を取材し、
その本質を伝えている。各地の商
工会議所においても、ＩＴ活用事
例・ＤＸ入門等のセミナーを担当。

石原　由美子
いしはら ゆ み こ

Pro�le
事
例
か
ら
ヨ
ミ
ト
ル

　本
連
載
で
は
、Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」に
掲
載
し
た
全
国
の
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
を

も
と
に
、中
小
企
業
の
経
営
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
が
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　岐
阜
県
の
下
呂
温
泉
に
あ
る
旅
館「
紗
々
羅
」は
、個
人
客
、と
く
に
女
性
に
人
気
の
宿
を
目
指
し
て
い

ま
す
。情
報
を
直
接
発
信
し
、リ
ピ
ー
タ
ー
に
き
め
細
か
い
対
応
を
行
う
た
め
に
、Ｉ
Ｔ
活
用
に
力
を
入
れ

始
め
ま
し
た
。そ
の
際
、現
場
に
な
じ
ま
せ
な
が
ら
無
理
せ
ず
定
着
さ
せ
て
い
く
方
法
を
選
び
ま
し
た
。

　Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」２
０
１
９
年
冬
号
か
ら
転
載
し
ま
す（
記
載
内
容
は
掲
載
時
点

の
も
の
で
す
）。

No.7
Ｉ
Ｔ
を
事
例
か
ら
ひ
も
解
く

有限会社森山旅館（紗々羅）

岐阜県下呂市森１４１２-１
■設立：１９８６年
■従業員数：35人（パート含め約60人）
■事業内容：旅館業（温泉施設あり）
■URL：https://www.sasara.co.jp

会社概要

ベ
テ
ラ
ン
の
知
恵
を
、

　会社
の
財
産
に
す
る
に
は
？

ベ
テ
ラ
ン
の
知
恵
を
、

　会社
の
財
産
に
す
る
に
は
？
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　年末
調
整
は
、1
年
を
通
じ
て
勤
務
し

て
い
る
人
や
年
の
途
中
で
就
職
し
年
末
ま

で
勤
務
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
行
い
ま
す
が
、

1
年
間
の
主
た
る
給
与
の
収
入
金
額
が

2
，0
0
0
万
円
を
超
え
る
人
や
2
か
所

以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
る
人
で
他

の
給
与
の
支
払
者
に
扶
養
控
除
等
申
告
書

を
提
出
し
て
い
る
人
な
ど
は
年
末
調
整
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。（
1
か
所
か
ら
給

与
の
支
払
を
受
け
る
人
で
、年
末
調
整
を

行
う
時
ま
で
に
、そ
の
給
与
の
支
払
者
に
扶

養
控
除
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人

に
つ
い
て
は
、こ
の
申
告
書
を
提
出
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。）

　年末
調
整
に
お
い
て
、各
種
の
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
次
の
申
告
書
が
必
要
で
あ

り
、②
か
ら
④
ま
で
の
様
式
は
兼
用
様
式

と
な
っ
て
い
ま
す
。①「
扶
養
控
除
等（
異

動
）申
告
書
」②「
基
礎
控
除
申
告
書
」③

「
配
偶
者
控
除
等
申
告
書
」④「
所
得
金
額

調
整
控
除
申
告
書
」⑤「
保
険
料
控
除
申
告

書
」⑥「（
特
定
増
改
築
等
）住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
申
告
書
」

　また
、年
末
調
整
は
次
の
手
順
で
行
い
ま

す
。

·
給
与
と
徴
収
税
額
の
集
計

·
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
等
の
金
額
の

　計算

·
課
税
給
与
所
得
金
額
の
計
算

·
年
調
年
税
額
の
計
算

·
過
不
足
税
額
の
精
算

　今ま
で
の
年
末
調
整
は
、保
険
会
社
な
ど

が
発
行
す
る
証
明
書
な
ど
を
基
に
給
与
所

得
者（
従
業
員
）が
各
種
申
告
書
を
記
入
し

て
給
与
の
支
払
者（
勤
務
先
）に
提
出
し
、勤

務
先
が
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
計
算
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。年
末
調
整
の
電
子
化
に
よ
り
、

従
業
員
が
年
末
調
整
に
関
す
る
各
種
申
告

書
及
び
控
除
証
明
書
等
を
デ
ー
タ
に
よ
り
勤

務
先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。年
末

調
整
の
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、勤
務
先

に
と
っ
て
は
、申
告
書
様
式
の
入
手
や
配
布
が

不
要
に
な
り
、従
業
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
申

告
書
の
控
除
額
や
添
付
書
類
の
確
認
作
業

糸賀　巧
重本税理士事務所

税理士

が
削
減
さ
れ
ま
す
。ま
た
、従
業
員
に
と
っ

て
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
控
除

証
明
書
を
1
回
の
操
作
で
ま
と
め
て
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、申
告
書

の
控
除
額
が
ソ
フ
ト
で
自
動
計
算
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　　扶養
控
除
の
対
象
と
な
る
非
居
住
者
で

あ
る
扶
養
親
族
の
範
囲
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、令
和
5
年
1
月
か
ら
は
次
に
掲
げ
る

人
と
さ
れ
ま
し
た
。

·
年
齢
16
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人

·
年
齢
70
歳
以
上
の
人

·
年
齢
30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
の
う
ち
、

留
学
生
、障
害
者
、そ
の
年
に
お
い
て
生
活

費
又
は
教
育
費
に
充
て
る
た
め
に
38
万
円

以
上
の
送
金
を
受
け
て
い
る
人

Profile

1975年　出雲市生まれ
1993年　大社高等学校卒業
1997年　慶應義塾大学商学部卒業
2000年　関西学院大学商学研究科修了

　年末
調
整
と
は
、毎
月
の
給
与
や
賞
与
を
支
払
う
際
に
徴
収
し
た
源
泉
徴
収
税
額
と
、

そ
の
給
与
等
の
支
払
を
受
け
た
人
が
1
年
間
に
納
め
る
べ
き
税
額
を
比
較
し
て
過
不
足
税

額
を
求
め
、そ
の
差
額
を
徴
収
又
は
還
付
し
て
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。今
回
は
、年
末
調

整
の
要
点
を
確
認
し
、令
和
5
年
の
改
正
項
目
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

いと   が      たくみ

　

 

年
末
調
整
に
つ
い
て

第4回

年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
人

0 1

年
末
調
整
の
手
順

0 2

年
末
調
整
の
電
子
化

0 3

令
和
5
年
の
改
正
項
目

0 4

  

税
理
士
が
教
え
る

　

 

「
知
っ
て
役
立
つ
税
法
知
識
」

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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これが "普通 "　誰かにとっては　それが "苦痛 "
〔第 35回隣保館まつり人権標語入選作品（中学生の部）〕

　例
え
ば
女
性
二
人
で
旅
を
計
画
。宿
泊
先

で
は
温
泉
に
エ
ス
テ
、お
し
ゃ
れ
な
カ
ク
テ
ル
を

楽
し
み
、優
雅
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
。こ
の

と
き
、団
体
客
が
バ
ス
で
や
っ
て
く
る
従
来
型
の

旅
館
は
選
択
肢
に
入
り
に
く
い
。一
人
旅
な
ら

な
お
さ
ら
だ
。

　下
呂
温
泉
の
高
台
に
建
つ「
紗
々
羅
」（
会
社

名
：
森
山
旅
館
）は
、こ
の
流
れ
と
は
一
線
を
画

し
た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
温
泉
旅
館
だ
。

　デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
内
装・く
つ
ろ
げ
る
空
間

づ
く
り
を
行
い
、個
性
あ
る
客
室
を
提
供
。２

０
１
８
年
に
改
装
し
た
和
洋
室
は
、「
和
と
洋

の
良
い
と
こ
ろ
」を
融
合
さ
せ
、新
し
い
空
間
を

提
案
し
て
い
る
。

　「
団
体
旅
行
が
主
流
だ
っ
た
20
年
前
か
ら
、

個
人
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に„
女
性
に
人
気
の
宿
“

を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
、44
室
の
う
ち
20

室
が
露
店
風
呂
付
で
あ
り
、部
屋
の
改
装
も

次
々
行
っ
て
い
ま
す
」

　事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
こ
う
語
る
の
は
、代
表

取
締
役
の
大
前
文
夫
氏
で
あ
る
。顧
客
が
喜
ぶ

姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、一
歩
先
を
行
く
ア
イ
デ
ア
を

出
し
続
け
る
。

　顧
客
満
足
度
を
高
め
て
相
応
の
宿
泊
費
を

設
定
す
る
戦
略
を
立
て
、実
現
に
向
け
Ｉ
Ｔ
も

取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。自
社
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
か
ら
の
予
約
率
向
上
と
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
た
め
だ
。

　Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、部
屋
や
料
理
の
写
真
な

ど
、同
社
な
ら
で
は
の
様
子
を
写
真
で
伝
え
、

「
こ
の
お
料
理
を
食
べ
た
い
」「
こ
の
部
屋
に
泊

ま
り
た
い
」と
感
じ
た
ら
そ
の
ま
ま
予
約
に
移

れ
る
よ
う
改
良
し
た
。

　紗
々
羅
に
は
、１
０
０
平
米
を
超
え
る
独
自

内
装
の
特
別
室
が
２
室
あ
る
が
、こ
の
部
屋
は

旅
行
代
理
店
に
は
出
さ
ず
自
社
サ
イ
ト
か
ら

の
み
受
け
付
け
て
い
る
。

　Ｉ
Ｔ
面
を
担
当
す
る
課
長
の
大
前
雅
嗣
氏

は
、「
部
屋
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
ら
れ
る
効

果
は
大
き
い
。稼
働
率
も
上
昇
し
て
き
ま
し

た
」と
手
ご
た
え
を
話
す
。

　リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
に
は
、顧
客
の
状
況

を
把
握
し
た
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
欠
か
せ

な
い
。常
に
心
が
け
て
い
る
が
、担
当
す
る
仲
居

の
記
憶
に
依
存
し
が
ち
で
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
て

い
た
。

　そ
こ
で
、ホ
テ
ル・旅
館
の
業
務
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
ク
ラ
ウ
ド
型
の
顧
客
管
理
サ
ー
ビ
ス「
神
対

応

－

ホ
テ
ル・旅
館

－

」（
ス
ペ
リ
オ
ル
社
）を
導

入
し
、顧
客
の
様
子
や
好
み
、食
事
の
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
を
一
元
管
理
し
て
共
有
。個
人
に
依

存
せ
ず
、顧
客
の
情
報
を
次
回
宿
泊
時
の
サ
ー

ビ
ス
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
初
導
入
で
あ
り
、戸
惑
い

も
あ
っ
た
と
い
う
。そ
こ
で
、い
き
な
り
仲
居
に

Ｉ
Ｔ
機
器
を
配
布
す
る
こ
と
は
せ
ず
、「
顧
客

の
情
報
を
言
葉
に
し
て
メ
モ
を
書
く
」習
慣
作

り
か
ら
始
め
た
。大
前
課
長
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
メ
モ
の
内
容
は
事
務
所
で
シ
ス
テ
ム
に
入

力
し
、そ
の
日
の
お
客
様
の
留
意
点
は
シ
ス
テ
ム

を
参
照
し
て
メ
モ
で
渡
し
て
い
ま
す
。当
初
、記

載
内
容
に
は
濃
淡
が
あ
り
ま
し
た
が
、だ
い
ぶ

慣
れ
て
き
て
、意
義
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　シ
ス
テ
ム
導
入
後
、リ
ピ
ー
タ
ー
が
着
実
に

増
加
し
て
き
た
。「
従
業
員
の
質
・
感
覚
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。や
っ
て
よ
か
っ
た
」と
大
前
社
長

は
感
想
を
話
す
。

　い
ず
れ
仲
居
自
身
が
入
力
、確
認
で
き
る
よ

う
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
導
入
す
る
予
定
だ
が
、あ
く

ま
で
も
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
使
い
、情
報
を
頭
に
入

れ
て
か
ら
接
客
し
た
い
と
の
こ
と
だ
。

　●
顧
客
側
の
変
化
を
受
け
と
め
、自
社
な
ら
で

は
の
個
性
を
打
ち
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　●
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
特
徴
を
直
接
顧
客
に
伝

え
る
場
と
な
り
ま
す
。

　●
ベ
テ
ラ
ン
の
頭
の
中
に
入
っ
て
い
る
情
報

を
言
語
化
し
、
社
内
で
共
有
す
る
仕
組
み

を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
編
集
長

石
原

　由
美
子

　アップコンパス代表。教材編集
や講師業を経て、情報処理技術者
試験の書籍編集、モバイル分野の
雑誌編集を担当した後、ＩＴ経営
マガ ジ ン「ＣＯ ＭＰＡＳＳ」
https://www.compass-it.jp/の
編集に携わる。中小企業支援機
関・支援者と連携しながら、中小企
業が主体となる等身大のＩＴ活用
をテーマに、全国の事例を取材し、
その本質を伝えている。各地の商
工会議所においても、ＩＴ活用事
例・ＤＸ入門等のセミナーを担当。

石原　由美子
いしはら ゆ み こ

Pro�le
事
例
か
ら
ヨ
ミ
ト
ル

　本
連
載
で
は
、Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」に
掲
載
し
た
全
国
の
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
を

も
と
に
、中
小
企
業
の
経
営
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
が
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　岐
阜
県
の
下
呂
温
泉
に
あ
る
旅
館「
紗
々
羅
」は
、個
人
客
、と
く
に
女
性
に
人
気
の
宿
を
目
指
し
て
い

ま
す
。情
報
を
直
接
発
信
し
、リ
ピ
ー
タ
ー
に
き
め
細
か
い
対
応
を
行
う
た
め
に
、Ｉ
Ｔ
活
用
に
力
を
入
れ

始
め
ま
し
た
。そ
の
際
、現
場
に
な
じ
ま
せ
な
が
ら
無
理
せ
ず
定
着
さ
せ
て
い
く
方
法
を
選
び
ま
し
た
。

　Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」２
０
１
９
年
冬
号
か
ら
転
載
し
ま
す（
記
載
内
容
は
掲
載
時
点

の
も
の
で
す
）。

No.7
Ｉ
Ｔ
を
事
例
か
ら
ひ
も
解
く

有限会社森山旅館（紗々羅）

岐阜県下呂市森１４１２-１
■設立：１９８６年
■従業員数：35人（パート含め約60人）
■事業内容：旅館業（温泉施設あり）
■URL：https://www.sasara.co.jp

会社概要

ベ
テ
ラ
ン
の
知
恵
を
、

　会社
の
財
産
に
す
る
に
は
？

ベ
テ
ラ
ン
の
知
恵
を
、

　会社
の
財
産
に
す
る
に
は
？
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Web応募はこちらから▶

10

・リストから漢字を選び、空いたマ
スを埋めてクロスワードを完成
させましょう。
・ひとつの文字は１回しか使えま
せん。
・最後に、Ａ～Ｃのマスに入る漢字
でできる三字熟語を答えてくだ
さい。

※価格はすべて税込み（今井書店出雲店調べ）

あなたが誰かを殺した
東野圭吾／著（講談社、価格 1,980円）

パンどろぼうとほっかほっカー
柴田ケイコ／著（KADOKAWA、価格 1,430円）

鵼の碑
京極夏彦／著（講談社、価格 2,420円）

777トリプルセブン
伊坂幸太郎／著（KADOKAWA、価格 1,870円）

続　窓ぎわのトットちゃん
黒柳徹子／著（講談社、価格 1,650円）

キレイはこれでつくれます
ＭＥＧＵＭＩ／著（ダイヤモンド社、価格 1,650円）

「発達障害」と間違われる子どもたち
成田奈緒子／著（青春出版社、価格 1,155円）

頭のいい人が話す前に考えていること
安達裕哉／著（ダイヤモンド社、価格 1,650円）

くもをさがす
西加奈子／著（河出書房新社、価格 1,540円）

否定しない習慣
林健太郎／著（フォレスト出版、価格 1,650円）

10

え
答
号
月

正解者の中から、抽選で3名様に図書カードを差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◆応募方法　はがき、メール、またはWebで応募
◆記入事項 必ず本誌へのご意見、

ご感想、今月号の記事の中で心に残った内容などをご記入ください。

◆応 募 先　はがき… 〒693-0011出雲市大津町1131-1出雲商工会議所
「クロスワード」係 　

メール … izm@izmcci .or . jp 件名「クロスワード」

◆締め切り

地 Ｂ 学

鎮 石 闘

Ｃ 日 在

心 金

品 簡 Ａ

蓄 留

備 文 用 球 現

頭 書 祭 格 健

化 字 保

一 覧 焼 茄

思 千 鳥 格 子

案 内 人 闘

容 競 技 場

剣 水 泳 外

山 吹 色 古 株

A B C

案 山 子

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2023.11
18出雲商工会議所報

はっとする　自分の言葉が　子の言葉
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

 

割烹

　コロナ禍を脱したとはいえ、未だ回復せず苦しんでおられる事業所の皆さん。雇用維持確保を
目指して、事業継承を目指して、この助成金を活用してみませんか!
　島根労働局からお伺いし説明いたします。お気軽にお問合せください。

※各コースの詳細については、厚生労働省ホームページにあるガイドブックを参照ください。インター
ネット検索欄に「産業雇用安定助成金」と入力し、実行すると確認できます。

産業雇用安定助成金産業雇用安定助成金
この難局を助成金で乗り切ろう

事業所の皆様へ

　自社にない実践により、労働者のスキルアップを在籍型出向で行い、要件を満たした場合
に、出向元事業主に対して助成します。
（出向中の賃金、出向前の賃金の１/２の低い方の額の２/３助成、１年間）

スキルアップ支援コース

　新たな事業への進出等の事業再構築を行うために、当該事業再構築に必要な人材の受
け入れに対して助成します。
（採用労働者１人当たり１年間280万円助成）

事業再構築支援コース

島根労働局  職業安定部  職業安定課
TE L：0852 -20 -7016

お問合せ先

産業雇用安定助成金 検索

2023.11
19 出雲商工会議所報



Web応募はこちらから▶

10

・リストから漢字を選び、空いたマ
スを埋めてクロスワードを完成
させましょう。
・ひとつの文字は１回しか使えま
せん。
・最後に、Ａ～Ｃのマスに入る漢字
でできる三字熟語を答えてくだ
さい。

※価格はすべて税込み（今井書店出雲店調べ）

あなたが誰かを殺した
東野圭吾／著（講談社、価格 1,980円）

パンどろぼうとほっかほっカー
柴田ケイコ／著（KADOKAWA、価格 1,430円）

鵼の碑
京極夏彦／著（講談社、価格 2,420円）

777トリプルセブン
伊坂幸太郎／著（KADOKAWA、価格 1,870円）

続　窓ぎわのトットちゃん
黒柳徹子／著（講談社、価格 1,650円）

キレイはこれでつくれます
ＭＥＧＵＭＩ／著（ダイヤモンド社、価格 1,650円）

「発達障害」と間違われる子どもたち
成田奈緒子／著（青春出版社、価格 1,155円）

頭のいい人が話す前に考えていること
安達裕哉／著（ダイヤモンド社、価格 1,650円）

くもをさがす
西加奈子／著（河出書房新社、価格 1,540円）

否定しない習慣
林健太郎／著（フォレスト出版、価格 1,650円）

10

え
答
号
月

正解者の中から、抽選で3名様に図書カードを差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◆応募方法　はがき、メール、またはWebで応募
◆記入事項 必ず本誌へのご意見、

ご感想、今月号の記事の中で心に残った内容などをご記入ください。

◆応 募 先　はがき… 〒693-0011出雲市大津町1131-1出雲商工会議所
「クロスワード」係 　

メール … izm@izmcci .or . jp 件名「クロスワード」

◆締め切り

地 Ｂ 学

鎮 石 闘

Ｃ 日 在

心 金

品 簡 Ａ

蓄 留

備 文 用 球 現

頭 書 祭 格 健

化 字 保

一 覧 焼 茄

思 千 鳥 格 子

案 内 人 闘

容 競 技 場

剣 水 泳 外

山 吹 色 古 株

A B C

案 山 子

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2023.11
18出雲商工会議所報

はっとする　自分の言葉が　子の言葉
〔第35回隣保館まつり人権標語入選作品（大人の部）〕

 

割烹

　コロナ禍を脱したとはいえ、未だ回復せず苦しんでおられる事業所の皆さん。雇用維持確保を
目指して、事業継承を目指して、この助成金を活用してみませんか!
　島根労働局からお伺いし説明いたします。お気軽にお問合せください。

※各コースの詳細については、厚生労働省ホームページにあるガイドブックを参照ください。インター
ネット検索欄に「産業雇用安定助成金」と入力し、実行すると確認できます。

産業雇用安定助成金産業雇用安定助成金
この難局を助成金で乗り切ろう

事業所の皆様へ

　自社にない実践により、労働者のスキルアップを在籍型出向で行い、要件を満たした場合
に、出向元事業主に対して助成します。
（出向中の賃金、出向前の賃金の１/２の低い方の額の２/３助成、１年間）

スキルアップ支援コース

　新たな事業への進出等の事業再構築を行うために、当該事業再構築に必要な人材の受
け入れに対して助成します。
（採用労働者１人当たり１年間280万円助成）

事業再構築支援コース

島根労働局  職業安定部  職業安定課
TE L：0852 -20 -7016

お問合せ先

産業雇用安定助成金 検索
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快適住環境の創造

「御縁」事務局

いずも創業・第二創業・事業承継に係る連携支援

『御 縁』
相談者

創業・第二創業・事業承継に
ついてお悩み・考え中の方

相

談

●支援内容●

・窓口での相談 ・事業計画策定支援 ・創業セミナー・創業塾開催
・各種専門家派遣 ・補助金申請支援 ・資金調達支援
・M&Aマッチング支援 ・ビジネスマッチング支援 ・販路開拓・拡大支援
・創業後フォローアップ ・その他の支援

お近くのまたはお好きな
支援機関にご相談ください。

（どの連携支援機関でも可）

連携支援 連携支援

出雲商工会議所報出雲11月号（通巻672号）
発行日／
発行所／

発行人／
印刷所／

令和5年11月10日
出雲商工会議所
〒693-0011　出雲市大津町1131-1
山岡 尚
武永印刷株式会社

ジョイメイトしまねが社員の皆様の
福利厚生をサポートします!
●会　費：一人月額1,000円（年間12,000円）

「2,100事業所・29,500人をサポート中」まずはお電話下さい! ジョイメイトしまね ☎（0852）28-6555

◎ジョイメイトしまねに加入すると以下のようなサポートが受けられます。

（一財）島根県東部勤労者共済会
記載のサービスは一例です。
令和5年4月1日現在

健康診断
円補助

インフルエンザ予防接種
円補助（1回/年度）

永年勤続
円～ 円給付

5年に1度

歯科健診（歯科治療含む）

円補助（1回/年度）

NEW

祝金・見舞金給付
（例）結婚祝金 円

割引指定店お食事割引券
円プレゼント
（指定店）

抽選で

忘・新年会（指定店利用）
円
円

NEW

宿泊付き又は日帰り（1回
/年度）

ドライブレコーダー購入
円補助（1回/5年度）

ETC装着セットアップ
円補助（1回/年度）

ジョイメイトしまね推奨ツアー
円 円補助

ツアー
円割引

（指定の旅行代理店）

隠岐汽船（1回/年度）
円割引熟年夫婦旅行

円割引

隔年

インフォメーション

Information

会議所カレンダー会議所カレンダー会議所カレンダー 11/10㈮
▼
12/9㈯

今後の主な動き

しょうこりんいずもっち

出雲商工会議所
PRマスコットキャラクター

企業と地域の応援団

11月17日は
ボウリング大会
だね！

ボウリング
得意だから楽しみ！

11月

13 月
定例商工相談（法律）

女性会会員研修会

15 水 事業承継セミナー

17 金 会員親睦ボウリング大会

19 日 簿記検定

20 月 定例商工相談（発明）

21 火 ＩＴなんでも相談

22 水 常議員会・役員議員懇談会

30 木 デジタル活用で生産性向上と売上アップを
実現するセミナー

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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快適住環境の創造
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相

談
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・各種専門家派遣 ・補助金申請支援 ・資金調達支援
・M&Aマッチング支援 ・ビジネスマッチング支援 ・販路開拓・拡大支援
・創業後フォローアップ ・その他の支援

お近くのまたはお好きな
支援機関にご相談ください。

（どの連携支援機関でも可）

連携支援 連携支援
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山岡 尚
武永印刷株式会社
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福利厚生をサポートします!
●会　費：一人月額1,000円（年間12,000円）

「2,100事業所・29,500人をサポート中」まずはお電話下さい! ジョイメイトしまね ☎（0852）28-6555

◎ジョイメイトしまねに加入すると以下のようなサポートが受けられます。

（一財）島根県東部勤労者共済会
記載のサービスは一例です。
令和5年4月1日現在

健康診断
円補助

インフルエンザ予防接種
円補助（1回/年度）

永年勤続
円～ 円給付

5年に1度

歯科健診（歯科治療含む）

円補助（1回/年度）

NEW

祝金・見舞金給付
（例）結婚祝金 円

割引指定店お食事割引券
円プレゼント
（指定店）

抽選で

忘・新年会（指定店利用）
円
円

NEW

宿泊付き又は日帰り（1回
/年度）

ドライブレコーダー購入
円補助（1回/5年度）

ETC装着セットアップ
円補助（1回/年度）

ジョイメイトしまね推奨ツアー
円 円補助

ツアー
円割引

（指定の旅行代理店）

隠岐汽船（1回/年度）
円割引熟年夫婦旅行

円割引

隔年
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今後の主な動き

しょうこりんいずもっち

出雲商工会議所
PRマスコットキャラクター

企業と地域の応援団

11月17日は
ボウリング大会
だね！

ボウリング
得意だから楽しみ！

11月

13 月
定例商工相談（法律）

女性会会員研修会

15 水 事業承継セミナー

17 金 会員親睦ボウリング大会

19 日 簿記検定

20 月 定例商工相談（発明）

21 火 ＩＴなんでも相談

22 水 常議員会・役員議員懇談会
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https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276
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アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276


